
パレスチナ人クリスチャンと平和

世界のある人々、とくに一部のキリスト教右派の人たちは、神さまのことを一種の不

動産屋だと信じているようです。この紛争の原因は土地なのです。そしてその土地を

私たちは故郷と信じているのです。アブラハムの子として、そこが自分の土地だと他

の人が言うのなら、私たちにもその権利はあるのです。

聖公会エルサレム教区主教 リア・アブ・エル＝アサール
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　エルサレム教区からリア・アサー

ル主教一行を迎えて、パレスチナの

人々に連帯しようとしている様々な

グループが、ご一緒に集会を持てま

したことは、誠にうれしいことです。

　パレスチナのクリスチャン達はそ

の存在だけで、私たちそして世界に

多くのことを語りかけ、また全く新

しい視点を与えてくれるように思い

ます。イスラエルの国家の横暴に抵

抗しているのは、ただイスラム教徒・

アラブ人だという宗教対立の構図と

して描きがちな現在のパレスチナの

状況に、違った光を当ててくれます。

　またアラブ人クリスチャンの存在

は、ユダヤ人の信仰遺産 ( たとえば

旧約聖書 ) を、アラブ人も受け継い

目次
■ p.2  挨拶 主教 植田仁太郎

■ p.3  交流集会「パレスチナ人クリスチャンと平和」の概要と報告

■ 状況報告「パレスチナ人の生活」

　 p.4  パレスチナ自治区

　 p.6  ヨルダンとレバノンのパレスチナ難民

　 p.7  イスラエルのアラブ・パレスチナ人

　 p.9  聖公会エルサレム教区の働き

■ 基調講演

　 p.12 「問題の根、平和への希望」主教 リア・アブ・エル＝アサール

　 p.16 　質疑応答

　 p.19 「基調講演を受けて」牧師 村山盛忠

■ 理解を広げるために

　 p.22 「シャロンの弾圧政策下で向き合うパレスチナ人とイスラエル軍兵士」

　 p.26 「子どもたちの願いと現実」

　 p.28 「包囲されたパレスチナ」（分離壁について）

    p.30 「シオニズムについて」

■ p.37 協賛団体紹介

でいることを教えてくれます。そし

てその信仰遺産の受け継ぎ方も、「ユ

ダヤ人の」という枠を越えて、もっ

と普遍的なものとしての受け取り方

でしょう。「ユダヤ教を母体として生

まれたキリスト教」という単純化し

た見方に、修正を迫られるでしょう。

　パレスチナの地に確立されるべき

正義と平和がどのような形であるべ

きなのか、そしてそのために国際社

会とその一員である日本の私たちが

どのような役割を担うべきなのか、

今後の交流を通じて、さらに学んで

ゆきたいと思います。

　この集会を準備し、また参加して

下さったみなさんに、心から感謝致

します。

パレスチナのクリスチャン達を迎えて
主教 植田仁太郎 ( 日本聖公会東京教区主教 )
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表紙写真：ダマスカス難民キャンプの子ども達

裏表紙写真：家の前に壁を作られ、畑と分断された家族

大島俊一

（プロフィール）神奈川県生まれ。報道写真家。パレスチナな

ど紛争地域を取材しているほか、タイのスラムや日本の野宿

者など、人々の生きる姿を追っている。
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交流集会「パレスチナ人クリスチャンと平和」の概要とご報告

「パレスチナ人がみんなイスラム

教徒で " 自爆テロリスト " である

かのように伝え、あるいはパレス

チナ紛争を三千年以上続くユダヤ

人とアラブ人の宗教的、民族的対

立として捉えるような、彼らの解

放への道のりを故意に歪めたイ

メージが問題の理解と解決を妨げ

ています。パレスチナ人クリス

チャンの存在はそうしたプロパガ

ンダの誤りの証しです。聖公会エ

ルサレム教区から８人の訪問団を

迎え、パレスチナの一般民衆が

日々の生活で被っている暴力と、

それに対する抵抗、ビジョンにつ

いて話を聞き、交流する機会を持

ちます。どうぞご参加下さい。」

　このような趣旨で、サラーム・

パレスチナ、アハリー・アラブ病

院を支える会、パレスチナ子ども

のキャンペーン、日本キリスト教

協議会 (NCC)・国際関係委員会の

共催により、2004 年 9 月 23 日、

東京・芝公園の日本聖公会東京教

区聖アンデレ教会にて、交流集会

「パレスチナ人クリスチャンと平

和」を開催いたしました。

 これは日本聖公会東京教区の招

きにより、聖公会エルサレム教区

からリア・アブ・エル＝アサール

主教を含む８名が来日する機会を

捉え、日本でパレスチナ問題に取

り組む諸団体に広く呼びかけて交

流と学びの時としたものです。

　当日は、午前の部 150 名、午

後の部 200 名あまりの参加者が

ありました。この機会にパレスチ

ナの医療と教育のために行った募

金は 52 万円集まり、アサールさ

んにお渡ししました。

　本冊子は、交流集会の講演録に、

今後の取り組みのヒントとしてい

ただくためのエッセイを加えたも

のです。巻末には、主催・協賛団

- 9.23 プログラム -

10:00 ～状況報告

 「パレスチナ人の生活」

11:30 ～昼食・交流会

　ＮＧＯの活動紹介展示

13:00 ～基調講演

 「問題の根、平和への希望」

　リア・アブ・エル = アサール主教

　コメント：村山盛忠さん

14:15 ～ティーパーティー

　講演を受けての質疑

15:00 終了

協賛団体（順不同・巻末に紹介があります）

社団法人 アムネスティ・インターナショナル日本、ハジャルナ、特定非営

利活動法人 アーユス仏教国際協力ネットワーク、わかちあいプロジェク

ト、日本パレスチナ医療協会、パレスチナの平和を考える会、財団法人 

日本クリスチャン・アカデミー、財団法人 日本ＹＭＣＡ同盟、特定非営利活

動法人 聖地の子どもを支える会、パレスチナ・オリーブ、特定非営利活動法

人 日本国際ボランティアセンター、日本ＹＷＣＡ、聖公会出版、パレ

スチナの子供の里親運動、占領に反対する芸術家たち、日本キリスト

教婦人矯風会

体のプロフィールも掲載していま

す。どうぞご活用ください。

「中東世界におけるキリスト教の

存在は、単純に宗教的次元でとら

えることのできない社会的・歴史

的背景を踏まえての少数者の存在

意味があるのです。今日の集会が

キリスト教の集会になっています

が、これは日本の土壌で受けとめ

られるような宗教的・信仰的次元

でとりあげているのではないこと

を理解する必要があります。先に

述べましたように社会的マイノリ

ティからの発言として聞くこと

が、いちばん適切だと言えます。」

（村山盛忠）
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●「ディアスポラ」の 56 年

　私が子どもの時から、いえ生ま

れる前から、歴史の教科書が記

すように、また私達の祖父母が語

り伝えた通り、イスラエルとパレ

スチナは紛争が絶えず、不安定

でないときはありませんでした。

1948 年、私達の父母は、ハイ

ファ・ジャファ・エルサレムにあっ

た土地・家屋・全ての財産一切が

奪われ、立退きを迫られました。

そして二度と戻ることは許されま

せんでした。彼らは難民となって

他のアラブの国々に散らばりまし

た。1967 年に 6 日戦争が起こり、

イスラエルは移り住んだヨルダン

川西岸地域を占領し、父達は二回

目の難民となりました。

　今日、私達第 3 世代、また私達

の子どもの第 4 世代も同じように

抑圧されています。目の前で、人

が殺され、土地、家屋が没収され、

オリーブの木が伐採され、囚人と

なり、水を奪われ、自由、安全が

奪われ、チェックポイントでは、

イスラエル兵から辱められ、分離

の壁によって市町村は、引き裂か

れています。三回目の難民となっ

て全てを失いつつあります。

●第２次インティファーダが

始まって 4 年

　2000 年 9 月、イスラエルの

シャロン首相は、イスラム教のモ

スク、アル・アクサの訪問を強行

し、引き連れた警察の発砲によっ

て流血の事態を引き起こし、それ

に対する抗議で第２次インティ

ファーダが起こりました。この間、

パレスチナ人は大被害を被りまし

た。精神的な傷だけではなく、教

育面、医療面においても、被害を

受け、特にガザ地区ではほとんど

全ての家族が痛手を受けました。

妻が刑務所に入れられ、残された

子どもの面倒を見る父親の姿を想

像してください。夫が刑務所に連

れていかれ、あるいは殺害され、

残された数多い子どもと生活の糧

もなく暮らさなければならない母

親の姿を目に浮かべてください。

チェックポイントで自分の孫の

ように若いイスラエル兵に怒鳴ら

れ、辱められている老人の姿を想

像してみてください。

　ラファ、ガザ地区の難民キャン

プにいる子ども達は恐怖におのの

いています。彼らは普通の子ども

以上に脅え、親から離れません。

おねしょもよくします。というの

も、家が爆破されたり、また真昼

間に人通りの多い通りで闘争が起

こって攻撃された車の近くにいた

女性が吹き飛ばされ、ばらばらに

なった体が血まみれになっている

ような光景を見ているからです。

　ガザの病院の冷凍室に死体が冷

凍されているような光景はごく普

通の光景としてテレビに映し出さ

れますが、それを多くの子ども達

が見ているのです。

　ベツレヘムにある生誕教会の敷

地に入りますと、3 年前に若くし

て殺された、教会の鐘を鳴らす点

鐘者のことが思い出されます。

　付近の店の前を通りますと、イ

スラエルの攻撃から身を守るため

に隠れていた母親が殺害され、子

どもが母の帰るのを待っていたこ

とを思い出します。

　あるベツレヘムのホテルの大き

くて静寂とした扉のところでは、

イスラエル兵が狙った車とたまた

ま似ていた車に乗っていたため

に、全く関係のない少女が攻撃さ

れて殺されました。

　何校かの学校では、空いている

机の上に友達の写真を置いていま

す。生徒とその写真も共に進級し

ます。子どもは教科書を抱えて学

校にくる途中、無残にも殺されま

した。生徒達は写真を立てて、そ

の友達を思い出します。

　高い失業率は、人々に経済的

にも、精神的にも大きな打撃と

なりました。パレスチナの人口の

60% が失業という状況です。貧

乏をしのぐために子どもの労働が

明らかに増えました。

●分離壁が作られて

　道が閉鎖されているために病気

の人々はイスラエルの病院では治

療を受けられません。病院まで

車でわずか 20 分の距離なのに、

チェックポイントで 3、4 時間待

たされ、車の中で命がけでお産を

した妊婦もいます。傷ついた人を

救おうとした救急車は攻撃され、

救急車のドライバー数人が殺され

たこともあります。

パレスチナ人の生活：

パレスチナ自治区

状況報告１

Ms. Shafiqa Dawani

シャフィカ・ダワニ
西岸のラマラで生まれ、現在 50 代前半。

特別なサポートを必要とする子どもの教師

として働いてきた。ラマラに住み、結婚し

て３人の娘がいる。
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　何処に行くにも制限が、壁があ

ります。

　農民はイスラエル人の居住地に

農地が面しているからとオリーブ

畑や穀物畑を削られ、収穫を失い

ました。違法居住だとして水を奪

われ、生産高が減りました。

　ベツレヘムにいる人々は壁のた

めに土地の一部を失いました。

　学生は大学に行くにもこの壁が

できたために遠回りを強いられ、

冬は沼地の中を横切り、夏は熱い

照り返しの中を我慢して通学しま

す。通学の途中も安全かどうかも

予期できません。このチェックポ

イントのために、パレスチナ人の

クリスチャンは教会に行くことも

妨げられます。エルサレムにある

聖公会は大きな被害を受けまし

た。半分以上の信徒がエルサレム

の境界の外に住んでいるため、壁

によって分離されてしまったので

す。いつかはエルサレム住居者と

しての権利を失うでしょう。もは

や自由に聖地に入れません。ガザ

地区、西岸地区の居住者は、いか

なる理由があっても、空港から土

地を離れるという手段は許され

ず、ヨルダン川の橋

を横断しなければな

らず、これが夏はと

ても込み合い大変で

お金もかかります。

結果として、共同体

の全ての人が被害を

受け、子ども達は子

どもとしての生活を

失い、娯楽もなくな

りました。

●私たちは希望を失わない

　手短ではございますが、これが

ガザ地区、西岸地区で、苦しみ、

抑圧をうけているパレスチナ人の

生活実態です。しかし、いかなる

悲劇、貧困も、囚人問題が忘れら

れても、自由の拒否にあっても、

パレスチナ人は権利の訴えをやめ

ることはありません。私たちは、

体の奥底で、平和を望む愛に満ち

た心を持ち続けます。

　パレスチナで平和の実現に尽く

している人々は、男女を問わず、

イスラム教徒、キリスト教徒を問

いません。イスラエルの平和行動

家たちと共に、正義に立った平和

を実現しようと、パレスチナの独

立国家を誕生させ、イスラエルと

パレスチナの 2 つの国家が平和に

くらせるようにと、手と手をとり

あい共に働いています。

　パレスチナ人は決して希望を失

いません。辛抱強く、教育もあり、

高い志を持っています。いつかは

この暗い雲が通りすぎ、自分達の

独立国家誕生の喜びがあることを

信じています。多くの人がその国

状況報告１

家を建設するために犠牲となり、

犠牲となり続けています。

　助けを求めている人の訴え、叫

びに答えるのは、クリスチャンと

しての使命です。

　聖書の箴言 13 章 8 節、9 節を

よみますと、私達は、訴えのでき

ない人々に代わって訴え、全てを

失った人々の権利を守り、貧しい

人、困っている人に代わって立ち

上がり、公平な裁きと彼らの権利

を守る行動をとらねば、というこ

とを教えられます。

　私達は、キリストの一つの体と

して、手と手をとりながら、この

聖地で、平和と安定を実現するた

めに、働かなければなりません。

　皆さんは、この働きを共にして

くださるパートナーです。パレス

チナにある私達の教会を訪問し、

勇気付け、支援してくださいます

ようお願いいたします。いつでも

歓迎いたします。

　皆様に神様のお恵みがあります

よう。

■

逮捕された息子達のインフォメーション（ガザ）　写真：大島俊一
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現在、UNRWA（国連パレス

チナ難民救済事業機関）に登録さ

れているパレスチナ難民は 410

万人を超え、登録されていない難

民も含めると全世界には約 500

～ 600 万人のパレスチナ人難民

がいるといわれています（最大・

最古）。

　国連は、パレスチナ難民に対し

て元の居住地に帰る帰還権を認

め、また帰らない場合でも財産な

どの保証を認めていますが、イス

ラエルはこれを拒否しています。

●背景

　 パ レ ス チ ナ は、1948 年、

1967 年の 2 回にわたって土地の

退去を強いられ、その多くはヨル

ダンへ、シリアへ、レバノンへ、

またエジプトへと逃げました。

　退去した人々のほとんどが、国

連が保護する難民キャンプに未だ

に住んでいます。しかし皆さん、

例えば、レバノンの南のサイダに

ありますアイネル・ヘルウェキャ

ンプで、わずか 1 平方キロメート

ルの中に 7 万 5 千人もの人々が

暮らしていることを想像してみて

ください。医療施設、社会保険が

なく、また大家族が住める家屋な

どない、実に悲惨な状況です。

　 ヨ ル ダ ン で

は 政 府 が い く

ら か 難 民 キ ャ

ン プ の 生 活 向

上、 拡 大 に 関

心 が あ り、 や

や ま し な 状 況

で す が、 レ バ

ノ ン の よ う な

小さな国では何

もしてもらえません。17 年間続

いた戦争のために、国全体が苦し

く、悲惨な状況にあるのです。

●現実と希望

　この難民生活から、レバノン、

ヨルダンにいる難民達は、自分達

は現実生活と闘い、それを乗り越

えることができる民族だと証し、

多くのパレスチナ人が、医者・技

術者・専門職人・また弁護士など

になりました。しかしながら、彼

らの夢は、今も、自分が生まれ、

そこに属する、パレスチナの市、

町に帰ることなのです。

　2 週間前、ベイルートの教会の

信徒のある家庭を訪問しました。

そこで会った女性は“パレスチナ

はもうなくなってしまった。”と

言いました。私は彼女に、パレス

チナ人が生きているかぎり、また

自国へ戻る権利を求め続けるかぎ

り、パレスチナはなくならない、

と言いました。さらに、こうも付

けくわえました。“わたしの子ど

もにだって、私達はパレスチナ人

だって言いますよ。”

　レバノンの私の教会では、アラ

ブ系会衆が 1948 年ごろ誕生しま

した。それはちょうど、第 1 回目

のパレスチナ人の移住が起きたと

きでした。当時の教会活動は活発

で、およそ 1000 人程の信徒が

おりました。しかし 1975 年に内

戦が起き、若い世代の人々は他の

アラブの国々に新たな機会を求め

て移住してしまいました。現在の

信徒数は 250 名程で、その平均

年齢は 55 歳です。彼らはかつて

退去を強いられた人々で、退去は

2 度と受け入れまいと思う人々で

す。

　しかしながら、今なお、レバノ

ンでもまた他の地域でも、故郷を

追われた全ての人々が、パレスチ

ナに戻ることを渇望し、聖地、母

なる地のパレスチナに平和と正義

が訪れることを祈っているので

す。パレスチナ人は、困難にある

がために行動的な人々で、困難に

耐えることを学び人生と向き合

い、希望をもって困難に打ち勝つ

ことを学んできました。

　パレスチナ難民もキリスト教徒

もイスラム教徒も、問題の解決を

待ち、56 年以上もの間、希望を

もって生活し、パレスチナ人とし

ての権利を求めています。ほと

んどのアラブの国々ではパレスチ

ナ人は国民として統合されていま

せん。パレスチナ人には自分の土

地があり、いつの日かそこに戻る

権利をもっているのだということ

を、全世界に告げるためです。

　戦後日本の皆さんは、多大な努

力を払って、再び、偉大な国家を

築きました。その素晴らしい例に

倣いたいと思います。

■

ヨルダンとレバノン
のパレスチナ難民

Fr. George Kopti

司祭 ジョージ・コプティ
1974 年、ヨルダンのザルカで生まれた。

地中海岸のパレスチナの町ラムラを父母の

故郷とするパレスチナ人である。レバノン

にある中東神学院で学び、2000 年に司祭

として按手を受け、アンマンで働いた。現

在はレバノン・ベイルートで働く。青年活

動、イスラム教理解に関心を持つ。

状況報告２

ラマダン明けの祭りに出
る子ども達（ジェリコ）
写真：大島俊一
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　人間愛において、またキリスト

において、ナザレより、兄弟姉妹

と共に、ご挨拶いたします。

　ついに美しい島国である日本の

地を踏むことができ、大変嬉しく

思います。遠い中東から極東にあ

る東京までの飛行は、何かマジッ

クのように思われます。こうして

話をしているうちに時間もたち、

人生という時計もほこりを被って

しまうことに気が付きます。この

訪問には、成し遂げたい目的、使

命があります。私達は光を照らす

ために、闇に隠れていたものを照

らして明るみに出すために、ここ

にいます。人から人へ、人生から

次の人生へ、目的のない話は、行

く先のない旅となってしまいます

ので、そうならない様にお話をい

たします。

　2 年程前の韓国訪問の際は通訳

がなかったものですから、旧友が、

“もし話が通じない場合は、とき

によっては、分かった振りする方

が易しいかも…”とアドバイスを

もらいましたが、今回は通訳して

いただきますので、そのようなこ

とはないでしょう。

　イスラエルに住むアラブ・パレ

スチナ人について、10 分ほどお

話をするように頼まれました。話

を短くするには、どんな話題もそ

うですが、何をどうはなそうかと

考える時間が、かえって長くなり

ます。分刻み、時間刻みで話を測

られるのは実は嫌なのですが、と

いいますのは、時間ではかられた

ものはあとが残らず、その時間限

りで終わってしまうのではと思う

からです。これから手短にお話し

ます旅に、ついてきていただけま

すか ?

　それは 55 年前のことです。場

所はパレスチナ、時は 1948 年、

事件は、イスラエルの建国、力に

よる占領地パレスチナに建国。こ

れによって、私達パレスチナ人

のこの世での生活あらゆる面が、

ひっくり返りました。

　占領後のパレスチナで、アラブ・

パレスチナ人が、どのような状況

におかれているか、5 つの事実を

とりあげてお話いたします。

(1) 多数派が、少数派へと変わり

ました。

　1948 年以前はイギリス委任統

治領パレスチナに 100 万人のパ

レスチナ人が住んでいました。そ

の内キリスト教徒は 23% を占め

ておりました。イスラエル建国の

結果、パレスチナ人は 15 万 6 千

人にまで減りました。

(2) 土地の領主は土地を失い難民

となり、またある者は占領者につ

かえる使用人と化しました。402

もあったアラブの村が完全にとり

壊されました。

　イスラエルは、アラブ人を完全

には追放できませんでした。特に

分割案によってパレスチナ領とさ

れるところでは。あるイスラエル

の指導者は、何故アラブ人少数者

を残したのかと聞かれて、“食事

イスラエルの
アラブ・パレスチナ人

状況報告３

Ms. Rania Abu ElAssal

ラニア・アブ・エル＝
アサール
リア主教の娘。ナザレで生まれ、現在 20

代後半。米国の大学で哲学を学んだ。ナザ

レで主教の秘書として働いている。

南レバノンの難民キャンプで家を壊された子どもたち　写真：大島俊一
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の用意をしたり、木を切る人手が

必要だからだ”と答えました。

(3) パレスチナ人は、人口におけ

るユダヤ人優位を保つための様々

な差別政策に苦しんできました。

　例えば、ヘブライ大学に入学を

許可される人数は大変限られたも

ので、それ故に、大学を目指す学

生は他の場所を見つけなければな

りません。イスラエルは、こうす

ることによって海外への移住をう

ながし、民族退去させることを意

図しているのです。

　教会、宗教施設は、全く保護さ

れていない状態です。93% のパ

レスチナの土地が没収され、その

中には、教会所有のものも含まれ

ています。現在までに、東エルサ

レムの幾つもの由緒あるキリスト

教会の周囲も占領されました。

　職は、最後に雇われ、最初に解

雇されるという状況です。

　取り残された私達は、武器を持

たずにこの差別と闘争してきま

したが、ユダヤ人とホロコースト

を懸念するため、国際機関からは

支持を得ることができませんでし

た。実際、パレスチナの現状を“ポ

ロコースト”とあえて呼ぶ人もい

ます。

(4) 現在のアラブ・イスラエル人

の状況を申し上げます。

　私達が土地にとどまるのを諦め

させるような様々な政策の全てに

は打ち勝つことはできませんでし

た。パレスチナの地を離れた者も

おります。しかし残った者は、あ

くまでも土地にとどまり、土地を

守る権利を主張し続けることで、

多くの同胞が負けてしまった闘い

を勝ち取ってきました。海外で教

育を受け、この地に戻って尽くそ

うとしている人も沢山います。

　市議会は、ユダヤ人への割り当

ての三分の一の予算しか与えられ

ていませんが、アラブ人の市町村

の状況をなんとか向上させてまい

りました。

(5) 1948 年に 15 万 6 千人だっ

た少数派は、今 130 万人となり

ました。

　イスラエルに住むアラブ・パレ

スチナ人は、イスラエルの人口の

20% 近くを占めています。この

アラブ少数派の中で、クリスチャ

ンは 10% を占め、その宗派は様々

です。アラブ・パレスチナ人で、

クリスチャンは少数ではあります

が、その活動の幅は、その数を超

えたものであります。私達は、共

同体に主に医療・教育機関を通じ

て、貢献しています。私達の活動

は、多くの人々から、そしてまた、

イスラム教徒の兄弟姉妹からも感

謝されています。私達の後に続く

人も増えています。

　私達アラブ・イスラエル人は希

望がない者にとっての希望となり

ました。私達アラブ・イスラエル

人は、掛け橋となることもできま

す。アラブ人であるゆえ、アラブ

人と話ができます。これはユダヤ

人ではできません。パレスチナ人

であるゆえ、パレスチナの人々に

語りかけることができます。これ

はユダヤ人ではできません。

　それでは、クリスチャンとして

クリスチャンへ話をすることは ?

まるで壁に向かって話しているよ

うな、途方に暮れる思いにさせら

れるのです。キリスト教右翼、キ

リスト教シオニスト、原理主義的

福音主義者たち、彼らは私達が在

る事実を知りません。アラブ・パ

レスチナ人のアイデンティティへ

の無知に、私達はひどく傷つけら

れています。この無知は、私たち

キリスト者の一致に深い亀裂をも

たらしてきました。はっきり申し

上げておきますが、アラブ人が皆

すべてイスラム教徒であるわけで

はありませんし、イスラム教徒が

皆すべてアラブ人だというわけで

はありません。私達アラブ人キリ

スト教徒は、2000 年も前から、

イスラム教がおこる 700 年前か

ら、この中東の地で、信仰を守っ

てきたのです。

　女性達、パレスチナの母親達が、

闘いを担ってきたことも知ってく

ださい。なかでも重要なのは、私

たちをイスラエル化するというイ

スラエルの戦略を阻止してきたこ

とです。今日、パレスチナの女性

は、祖母たちがもうやめてしまっ

た習慣・伝統を実践し、またそれ

を娘達に伝えようとしています。

それは、私達の真正な根をたもち、

いのちの水で育て、それによって

愛するパレスチナの乾きを癒す、

聖なる使命です。私達は威厳を決

して捨てません。橋となり、網と

なり、滝となる用意があります。

神が許し賜うならば、パレスチナ

国家を生む安全な胎になる用意が

あります。

　最後になりますが、中国のこと

わざに、“話をするだけでは、ご

飯はできない”というのがありま

すが、言葉が行いとなり、幻が現

実となりますよう、祈ります。皆

さん日本の兄弟姉妹が、私達もま

たキリストの家族の一員であるこ

とを認め、また日本の皆さんの信

仰と私達の信仰が誕生したその場

で、わたしたちがより大きな奉仕

ができるよう、支えてくださるこ

とを望みます。

　お時間有難うございました。共

に持ったこの時を無駄にしないよ

うにしましょう。

■

状況報告３
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　聖地に住むパレスチナ人クリス

チャンとして皆様方と私たちの信

仰、生活、経験を分かち合えるこ

とを嬉しく思います。また、この

たび東京教区、および植田主教か

らお招きをいただき、このような

機会を与えてくださったことを感

謝いたします。

　私はガリラヤの出身ですが、そ

の地はイエス・キリストが生き、

教え、奇跡と癒しをなさり、また

私たちの罪のために苦しみを受

け、死なれ、勝利のよみがえりを

なさり、私たちに新たな命を与え

てくださった聖地です。

●私たちのミッション理解

　イエス様が山上の説教で私たち

に与えた使命は、平和を作り出す

人、平和を実現する人は幸いであ

る、平和を実現する人は神の子で

あるというものです。イエス様は、

「平和を唱える人は幸いである」

とは言いませんでした。平和を実

現する人、平和を作り出す人とは、

自ら進んで平和作りのプロセスに

聖公会エルサレム
教区の働き

状況報告４

Fr. Samuel Barhoum

司祭 サムエル・バーホーム
1965 年、ガリラヤで生まれた。エジプト

で神学を学び、後に米国カリフォルニア・

バークレーの聖公会神学院から神学修士号

を取得。1993 年に司祭として按手を受け、

今はナザレとレイネの教会で働いている。

教区のキリスト教教育、教区・管区の青年

活動のコーディネーターなどを担当。人権

問題、環境問題、平和的共存に関心を持つ。

結婚して、娘１人、息子１人がいる。

関わる人を指します。ただ単に平

和を唱えて促すのでなく、実際に

自分の手を汚してでもそのプロセ

スに関わっていく人です。

　平和とは、まず自己の内に安ら

かな平和の心があり、そして自分

だけではなく、神様と共に、また

他の人々と共に平和であるという

状態をいいます。人は、まず自分

の心の中に平和を確信し、平和を

学ばなければなりません。そして

初めて、平和について教え、平和

のために働くことができるので

す。平和は一夜にしてなりません。

平和とはプロセスです。そのプロ

セスは一定の条件を必要とし、平

和を作りだす人となるにも一定の

条件があるのです。

　イスラエルに住むパレスチナ人

として、私たちは不平等の状況に

あります。あらゆる生活の面で差

別を受け、肉体的、また精神的に

もひどく迫害されている状況にあ

ります。私たちは、イスラエルの

市民権は与えられていますが、そ

れは義務を果たすためであり、権

利ではないのです。そういった意

味で、正義は私たちの下にはあり

ません。

　教会は、このような状態にあっ

て黙ってはいず、共同体の人々の

ために活発に絶えず活動してきま

した。それでは聖地にある教会と

して、私たちは何をしているで

しょうか ?

・平和と正義の実現につとめます。

・クリスチャンの共同体だけでな

く、地域の他の共同体でも、生活

が向上するようつとめます。

・神様の寛大さを社会において実

現するべくつとめます。

・イエス・キリストの御名によっ

て人に仕えます。

・身体と知性と精神において共同

体が必要とすることを満たすべ

く、つとめます。

・私たちの教会は、イエス・キリ

ストの福音を忠実に広め、世界の

人々と共に宣教の機会を分かち合

うことを喜びとしています。

・社会に出ていって働くことは、

私たちの宣教の重要な部分です。

イエス様の目となり、耳となり、

手足となって、この世の中で働く

ようにと、イエス様は求められて

おられると信じています。

・ 神様に仕えることは、人に仕え

ることです。

・ 私たちは愛をもって人に仕え、

手を差し伸べようと努力します。

なぜならば、神様が私たちにそう

してくださり、また私たちが神様

と同様にそうするように、神様が

示してくださっているからです。

・ 信仰とは共同体の中でそれを実

際に行っていく実践を指します。

●エルサレムの聖公会の働き

　エルサレムの聖公会は、その信

仰に基づき共同体の多くの生活面

で活動を行っています。その教区

の活動は幅広く、共同体のあらゆ

るレベル、年齢に及んでいます。

・子どもたちのための日曜学校が

ありまして、幼いうちから神様の

愛と知恵が教育されるような奉仕

活動を行っています。

・青年の集いもあります。安全な

環境の下で自由に分かち合い、神

様の愛の教えを学びます。
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状況報告４

アハリー・アラブ病院では、必要な家庭に
食料援助も行っている。（ガザ）

・婦人の集いもあります。そこで

はお互い励ましあい、聖書の勉強

をします。

・祈りのグループもあり、共に祈

り、共同体の関心事を分かち合い

ます。

・ その他、様々な活動がありま

す。例えばエアロビクス、アスレ

チックス、料理、フードデザイン

等の諸活動や、自分たちの大切な

課題を取り上げる講座を開いてい

ます。

　教区は、医療・教育面での幅広

い奉仕活動も行っています。西岸

地区、ガザ地区では、医療保険、

医療の厚生というものもありませ

んし、医療費はとても高くつきま

す。教会は二つの病院を経営して

おりますが、そこでは医療費用と

いうものが適切な価格で提供され

ていますし、場合によっては無料

となります。教会が経営する病院

では、自宅までの交通費に余裕が

ない患者を、病院が自宅まで送る

こともします。

　また教区には沢山の学校と幼稚

園があります。抑圧された人々に

は教育は大変重要だと思います。

学校教育によって、人は苦しい困

難を切り抜け、より良い生活をす

る力を得ます。これらの学校教育

の費用は安く、無料で受けている

人もいます。教師の質は高く、高

度な教育を学生に提供してくれま

す。また学校は教師の資格を持つ

人にとっては仕事が得られる場で

す。ほかでの職探しは難しいです

から。

　普通教育が受けられる学校の他

に職業訓練学校もあり、そこでは

生活をするうえで必要なトレーニ

ングが提供されます。

　そしてまた特殊学校、知恵遅れ、

目や耳の不自由な子どもたちのた

めの学校もあります。これらの学

校施設では、医療のケアだけでな

く、普通の生活を送ることができ

るようなトレーニングもしていま

す。

　また教区は、家、家庭を失った

子どもたちに孤児院を運営してい

ます。

　大学生が宿泊できる施設もあり

ます。ここでは学生はキリスト教

の環境の下で生活をします。イス

ラエルの大学は、イスラエルの主

要都市に在していますが、多くの

ユダヤ人が下宿を拒んでいます

が、この施設はアラブ・パレスチ

ナの学生を受け入れるものです。

　教会はまた、巡礼者のための宿

泊施設も営んでいます。そこは巡

礼者がキリスト教徒としてのもて

なしを受け、また世界各地から訪

れる人々と交わりができる場であ

り、また共同体のために仕事を提

供してくれる場でもあります。

　おおまかにいって共同体への奉

仕はこうした働きですが、個々の

レベル、家族のレベルまでにも教

会というものが行き届いた活動を

行っています。というのは、だれ

もが「自分が生きている価値があ

り、自分が見捨てられてはいない、

一人ではない」と感じてもらいた

いからです。特にクリスマス、イー

スター、そして学期の始めなどに、

必要としている人には財政的な援

助も行います。年間を通した援助

をすることもあります。自立でき

るようにと、仕事探しの手伝いも

します。

　教育は大変重要ですが、しかし

ながら高等教育にはかなり費用も

かかりますので、教会は大学生に

奨学金制度や財政援助も行ってい

ます。

　このように、教会は共同体に対

して精神的に必要なものを与える

以上のものを提供しています。教

会は人々の手足となって動いてい

ます。教会は人々が恐れることな

く集い、分かち合える安全で建設

的な場なのです。

●連帯の必要とお願い

　私たちの土地がこのような難問

を抱えている時期に、教会がこの

重要な使命を果たし続けるために

は、世界の人々によって支えられ

ているということを感じ、認識す

ることが必要です。世界の人々が

連帯してくださり、私たちのため

に祈り、支えてくれることを思え

ば、どんなに辛くても苦しみを乗

り越えることができます。この連

帯がなければ私達は孤独を感じ、

孤立してしまうでしょう。

　教会は多くの NGO、市民団体

と共に働いています。人権、環境、

医療、教育、法律などの領域で働

く様々なイスラエル・パレスチナ

の団体、海外の団体と繋がってお

り、これらの団体の支援があって、

私たち共同体の生活も支えられ、

向上しています。ヨーロッパ、ア

メリカにある多くの組織が長年に

わたって私たちと共に働いてきま

した。様々な課題によりよく取り

組みたいという夢を実現して来れ

たのは、彼らのおかげです。
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状況報告４

聖公会エルサレム教区
http://www.j-diocese.com/

　パレスチナ地区のキリスト教会は、

1 世紀の教会成立期から綿々と存在し

続けてきたが、東方教会がその主流

を占めていた。西方教会であるロー

マ・カトリックもその初期から存在

してきたが、プロテスタント諸教会

がパレスチナに入ってきたのは、も

ちろん近代に入ってからである。聖

公会エルサレム教区は、1821 年の英

国聖公会の宣教団体 "Church Mission-
ary Society" の宣教に端を発する。

　現在エルサレム教区は、パレスチ

ナ、イスラエル、ヨルダン、シリア、

レバノンの 5 カ国からな

り、信徒数は約 7,000 人（ほ

ぼ全員がパレスチナ・アラ

ブ人）、教会数 29、諸施設

（病院、学校、障害者施設等）

34、聖職数 35 人の規模で

ある。

　エルサレム教区は、非暴

力・平和主義に徹し、世界

の諸教会と連帯しながら、

その働きを継続してきた。

たとえば、ガザにある「アハリ・ア

ラブ病院」では、イスラエル軍に爆

撃され、傷を負った難民を日々受け

入れ、診療費も取らずに治療してき

た。今日では、イスラエル軍のチェッ

クポイントに分断され、パレスチナ

人の移動が阻止され、病院に行く事

すら出来ない状態が続いている。そ

こでアハリ・アラブ病院では、逆に、

医者と共に病院的設備を完備した救

急車を各地に送るアウトリーチ・プ

ログラムを展開、昨年一年で 5,000

回も出動、多くの人の命を救ってき

た。

　ラマッラでは、養護施設を作り、

両親を殺された子どもを収容し、そ

の教育のために学校を作り、卒業生

のために職業訓練校を作り、多くの

青少年の命を支えてきた。

　各地にある学校では、5,000 人の

生徒・学生が学んでおり、コンピュー

ターを使いこなし、抜群の進学率を

誇っているが、その一方で、非暴力

の平和教育が試みられている。その

学生のほとんどがイスラム教徒であ

り、武器を持っての抵抗が容認され

る傾向にある昨今にあって、貴重な

平和教育であるといえる。

　またエルサレムにある St. George's 
College では、小学生のうちからパレ

スチナとイスラエルの子どもが共に

集う夏のキャンプを行い、彼らが大

学生になってもこのプログラムが継

続されている。こうして子供の頃か

ら、継続的に、友として対話を続け、

共存していく関係を育んでいる。

　エルサレム教区の現在

の悩みは、信徒の数の減少

である。教会の世界的な交

わりがある故に、平和を求

めて出国・移住するケース

は少なくない。また多くの

信徒子弟が海外に留学し、

そのままその国に住み着

いていくケースも多い。そ

してその子弟が経済的な

地盤を築くと、そのもとに

家族が引き取られるという形で海外

流出が頻繁である。一方、海外に逃

れた難民が帰国することは、一切許

されてはいない。

　聖公会は、カトリックとプロテス

タントの両面を持つ故に、歴史的に

両教会の橋渡し的な存在を果たして

きた。そうした特質はエルサレム教

区にも備わっており、ユダヤ教やイ

スラム教の平和路線を目指す人々と

の交わりがあり、諸宗教間レベルの、

和解の架け橋的な役割を演じてきた。

かつて南アフリカでディズモンド・

ツツ大主教 ( 聖公会、ノーベル平和賞

受賞 ) を代表として、アパルトヘイ

ト政策を終わらせるために聖公会が

大きな働きを演じたように、パレス

チナの聖公会も世界の教会と連帯し、

平和と和解の働きを推進していくで

あろう事が期待される。

　今後も働き続けられますよう、

皆様の連帯とご支援をよろしく

お願いいたします。使徒パウロが

言っているように、私たちはみん

なキリストの体です。体の一部が

苦しめば、体全体が苦しみます。

皆様のご支援があれば、この苦し

みに耐えることができます。私た

ちは皆様と、苦しみ、困難を分か

ち合えるからです。

　皆さんの訪問をお待ちしていま

す。私たちの生活、苦しみ、喜び

を分かち合い、私の同胞に「自分

たちは一人ではないのだ。平和と

正義を望み、自分たちのために祈

り、支えてくれる人々がいるのだ」

ということを教えてあげてくださ

い。

　また、どうぞ日本政府にも働き

かけて、パレスチナの現状に目を

見開かせ、パレスチナ人の正義と

平等のために、平和のために、イ

スラエル政府が動かざるをえない

ような外交政策をとるように、私

たちが声を上げたときにそれが聞

かれるようにしてください。

　また、教会が行っている奉仕活

動へのご支援をお願いします。恵

まれない状況にある共同体にさら

なる奉仕ができるよう、どうぞお

支えください。

　皆様のお支えに感謝いたしま

す。ただキリストによってのみ取

り戻される平和、すべての理解を

もたらす平和、永遠の平和のため

に、共に働き続けながら、これか

ら皆様と関係を築いてゆくことが

できますよう願っております。

　どうもありがとうございまし

た。神様が皆様に祝福を賜ります

ように。

■
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●ご挨拶

　まず、こうして日本に来ること

ができて、皆さんとご一緒にいら

れることを、心から嬉しく思い、

また光栄で、ありがたく思ってい

ることをお伝えしたい。皆さんが、

これまで何年にもわたって、私た

ちのために、教会や様々なグルー

プを通して活動してくださってい

ることを、どんなに感謝している

か、それを表わす言葉を持ちませ

ん。私が日本人の皆さんとお会い

して使うことができるただ一つの

言葉は「ありがとう」です。

　今日、お話しする問題は、パレ

スチナ人ばかりにではなく、世界

の人全てに突きつけられている問

題です。中近東の紛争に関するこ

と、そして、もしこの紛争が終わ

り、( この「もし」は大きな「もし」

なのですが )、平和が訪れるとい

う希望があるのなら、その希望は

何かということを語るようにお願

いされました。

　これから話をする前に、私は、

パレスチナの同胞からのサラーム

…平和の挨拶をお伝えする務めが

あります。特に 350 万人にのぼ

るイスラエルによる不法な占領に

苦しんでいるパレスチナの人々に

代わって、このご挨拶をお届け

します。過去 4 年間に殺された

3500 人のパレスチナの家族にも

代わって、このご挨拶を申し上げ

ます。またこのご挨拶は 7000 人

にものぼる政治犯として囚われ

ている人々からの挨拶でもあり

ます。同時にこの挨拶はイスラエ

ル領に住み、イスラエル市民権を

持つ 130 万人のパレスチナ人か

らの挨拶でもあります。それから

さらに 400 万人にもなる離散し

ているパレスチナ難民からの挨拶

でもあります。その 400 万人と

いう難民の数は世界の難民の中で

最大の人数であり、彼らの思いは

故郷に帰ることに集中しているの

です。それからこのご挨拶はパレ

スチナ人であれイスラエル人であ

れ、全ての平和活動をしている

人々からの挨拶でもあります。

　ぜひ、ここにいらっしゃるすべ

ての方々に、今パレスチナで何が

起こっているかをご自分の目で見

て頂くため、パレスチナを訪れて

頂きたいと思います。皆さんを心

から歓迎します。そして皆さんが

おいでくださるときには、巡礼者

としてよりも、事実をはっきりと

見極める使命を持ってきてくだ

さることを望みます。地球はどん

どん小さくなり、人々は世界をグ

ローバル・ヴィレッジ ( 地球村 )

と呼びます。中近東で起こってい

ること、イラン、イラクで起こっ

ていることは、日本にも直接影響

を及ぼすのです。今まさにあの地

域が混乱の極みにあるように見え

る、その第一の原因は、私たちが

そのことに無知であるからです。

無知は無関心を呼びます。何が起

こっているか知らないということ

は、人々の苦悩に対して無関心を

生みだします。

　私はこのような話を西洋の国で

話すよりも、日本でお話しする方

がよほど身近に思って頂けるよう

に感じます。あなた方は原子爆弾

について、沖縄の米軍基地につい

てご存じです。紛争が何を意味す

るかをご存じだからです。

●紛争の原因

　今の紛争の原因は、政治的、経

済的、文化的な問題であり、さら

には宗教的神話であります。

　一つの歴史的な誤りは、1917

年、パレスチナの地にはあたかも

誰も住んでいないかのような伝説

が語られたことです (*)。もう一つ

の歴史的過ちは、第 2 次世界大戦

中にユダヤ人たちに起こったこと

です。その第 2 次世界大戦で被害

を被った人たちは、加害者に賠償

を要請するよりも、その代償をパ

レスチナ人から取っているのが現

実です。

問題の根、
平和への希望

基調講演

The At. Rev. Riah Abu El-Assal

主教 リア・アブ・エル＝
アサール
アラブ系パレスチナ人、1937 年ガリラヤ

のナザレに生まれる（現在67歳）。1948年、

11 歳の時、ユダヤ人の占領により、農地・

家を奪われ、家族 14 人は、レバノンへ逃亡、

難民となる。1949 年、家族をレバノンに

残し、姉と 2 人で、ナザレに帰還、ナザレ

に残った親戚と共に生活する。1960 年、

聖公会の教会で牧師となるべく、インドの

ビショップス・カレッジに留学、インド合

同神学校を卒業（神学士）。1965 年、聖公

会司祭に叙任され、ナザレの教会に赴任、

牧師として世界の教会と連帯しつつ、イス

ラム教関係者とも友好関係を持って、非暴

力平和運動に取り組んできた。1997 年、

聖公会エルサレム教区主教に就任。

＊編註：第 7 回世界シオニスト会議 (1905

年 ) 以降、“土地なき民に、民なき土地を”

をスローガンにイスラエル建国が推進され、

1917 年、英国がパレスチナに“ユダヤ人の

郷土 (Home)”建設を認めた事を指す。



 交流集会 パレスチナ人クリスチャンと平和   13

　また、中東における紛争の経済

的要因は「石油」です。中近東

で石油が発見されて以来、石油は

祝福であるよりも呪いとなってし

まいました。もしイラクに石油が

なかったら、アメリカもイギリス

も今あそこにいるということはな

かったでしょう。サダムと同じよ

うな体制の国は世界で幾つもあり

ますけれど、アメリカもイギリス

もその国に対して行動を起こそう

とはしません。

　もう一つ、この紛争の大きな原

因になっているのは、キリスト教

を信じている人にとって大切なこ

とですが、宗教が生みだしている

誤解、あるいは宗教が持っている

誤った神話、さらにいえば聖書の

解釈の仕方の問題です。今、申し

ましたように、この紛争の混乱の

原因は様々にありますが、ある人

たちはこの紛争の最大の原因は父

なる神の意志を互いに誤解してい

る点にあるかのように言います。

　冒涜的だとは思わないでいただ

きたいのですが、この紛争の原

因について私が好んで話す一つの

お話しがあります。聖書に出てく

るモーセの事をご存じだと思いま

す。聖書によるとモーセは決して

雄弁な人ではなく、いつも口ごも

る人だということはご存じだで

しょう。エジプトからモーセが脱

出したとき、彼らはいわゆる「約

束の地」に行く途中、40 年も道

に迷い続けました。人々はモーセ

に「一体何をやっているんだ」と

文句を言いました。神はモーセに

少し良いことをしようと思われ

て、「おまえは私に何をして欲し

いか ?」と尋ねられました。モー

セは 40 年も荒野をさまよってい

たわけですから、「…何が欲しいっ

て…」と口ごもりました。すると

神さまは「わかった。言わなくて

もいい。おまえの前には世界が広

がっている。どこがほしいか指さ

してみよ」と、言われました。す

るとモーセは神さまが言い終える

のを待つこともできずに、目の前

にある緑したたる美しい土地を見

て、「…カ、カ、カ…」と言い始

めました。神さまは「わかった、

おまえはカナンの地が欲しいんだ

な…」と、言われました。が、実

はモーセが欲しかったのはカナン

ではなくカナダだったのです！も

しかしたらカリフォルニアかもし

れませんがね。これが原因でモー

セはカナンの地に入ることができ

なかったのだ、という説を唱える

人もいます。

　世界のある人々、とくに一部の

キリスト教右派の人たちは、神さ

まのことを一種の不動産屋だと信

じているようです。この紛争の原

因は土地なのです。そしてその土

地を私たちは故郷と信じているの

です。アブラハムの子として、そ

こが自分の土地だと他の人が言う

のなら、私たちにもその権利はあ

るのです。ここではっきり申し上

げたいのですが、アブラハムがユ

ダヤ人であったなどとは聖書の中

には一言も書いてありません。問

題の核心は土地です。土地をめ

ぐって二つのグループがそこは自

分の土地だと主張しているので

す。しかし、元々その土地には二

つのグループの人々が何千年も一

緒に住んできました。紀元 70 年

にユダヤ人があの土地から追い出

されたときに、最も暖かく、最も

親切に、離散するユダヤ人を迎え

たのはアラブ人でした。紀元 70

年にローマ軍がエルサレムからユ

ダヤ人たちを追い出したとき、そ

の追い出された人たちはブルック

リンやマンハッタンに行ったので

はありません。彼らはモロッコ、

レバノン、エジプト、シリアな

どアラブ諸国に行き、アラブ人に

よって暖かく迎えられたのです。

それは現代でも同じでした。

　イギリスのパレスチナの地への

利害が紛争を触発しました。それ

は 1897 年、スイスのバーゼル

で開催された最初のシオニスト会

議の席上でのことでした。それ以

来、ユダヤ人は何千人という単位

でパレスチナに移住してきまし

た。とくに 1940 年以降はそう

です。彼らは高い教育水準と共に

武器を持ってきました。そしてお

金も持ってきました。1948 年に

国連は分割案を提出し、当時大多

数であったパレスチナ人と少数で

あったユダヤ人に土地を二分しま

した。その分割案をパレスチナ人

は拒絶しましたが、そのときパレ

スチナ人は、ソロモン王と、子ど

もを取り合う二人の母親の話を引

き合いにしたものです。

　話を簡単にしますと、その後戦

争が起こり、ユダヤ人は 78% の

土地を占拠することになりまし

た。さらに 1967 年、ユダヤ人

は残りの土地も占拠しました。ガ

ザ地区とヨルダン川西岸です。そ

の後、国連決議が何度もなされま

した。占領地からイスラエルに撤

退を要求する決議です。そして難

民となっているパレスチナ人の帰

還を承認するものでした。1948

年から 51 年の間にイスラエルは

400 にのぼる村落を破壊しまし

た。その意図はパレスチナ人が故

郷に帰れなくすることです。そう

いう人たちが今、中近東諸国で難

民として多数存在するのです。何

度もこの二つの民族が合意に達す

るために努力が払われました。国

連決議 242 号と 338 号は、イス

ラエルは東エルサレムを含むヨル

ダン川西岸とガザ地区から撤退す

べきだと明確に述べています。ま

た 194 号はパレスチナ難民の帰

還の権利、あるいは帰還を望まな

い者には補償される権利があるこ

とを決議しています。イスラエル

は国連、あるいは安全保障理事会

の決議を無視し続けています。無

基調講演
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視しているばかりか、さらに土地

を奪取することを続け、その結果

パレスチナ人を悲しみと屈辱に追

い込んでいるのです。

●平和への希望

　1985 年当時でさえ、アラファ

ト議長はイスラエル国家の存続を

承認する用意があると言明してい

ます。当時のアメリカ国務長官で

あるシュルツの支持のためでし

た。これはアメリカによる、パレ

スチナ人が自らの国を設立するた

めの一大条件であったのです。そ

れから 20 年間、アメリカは、パ

レスチナ・イスラエルの平和構築

のためにほとんど何もしていませ

ん。アメリカ政府のことを思うと

き、二つのアメリカを思い浮かべ

ます。その一つはアメリカ大陸に

元から住んでいた先住民を殺戮し

つくしたアメリカ、もう一つはエ

イブラハム・リンカーンに代表さ

れるようにイギリス植民地から自

らを解放したアメリカです。もう

一人のエイブラハム・リンカーン

が生まれるまで、アメリカはシオ

ニストの虜になっているとしか思

えません。国連がアメリカ政府を

支持しつづける限り、中近東にお

ける平和への希望は非常に小さい

と言わざるをえません。

　パレスチナ人は確かに平和への

道を歩もうとしています。国連決

議に沿ってイスラエル国家の存続

を認めています。1993 年 9 月

13 日のオスロ合意に署名したこ

とによってそれは明らかです。世

界中の人たちはその時、ある希望

を見いだしたのです。著書を読ん

でくださった方はお分かりだと思

いますが、私はその日を「良い月

曜日」と呼びました。「良い金曜

日 (*)」に因んでのことです。聖金

曜日のことを、アングロサクソン

圏では「よい金曜日」と呼びます

が、中近東では「悲しみの金曜日」

と呼びます。スカンディナビアで

は「長い金曜日」と呼ぶそうです。

オスロ合意の日を私が「良い月曜

日」と呼んだのは、「悲しい、長い」

日であるとの意味も含んでいるの

でして、それは殉教者の血が流さ

れないと平和は来ないと思わせる

日でもあるのです。

　オスロ合意以降、最初に流され

た血がパレスチナ人の血ではな

かったのは不幸なことです。それ

はラビン首相の血だったのです。

彼はアラファト議長とともにオス

ロ合意に署名したのですが、自分

の同胞であるイスラエル人によっ

て暗殺されました。暗殺者が誰で

あれ、そのことはオスロ合意でも

たらされた小さな希望を打ち砕く

ものでした。

　この流血と苦悩を終わらせるた

めに、多くの提案が多くの人々か

ら出されています。アラブ諸国

も 3 年前からイスラエルと何ら

かの合意をしようという動きもあ

ります。今の占領地からイスラエ

ルが撤退するという条件のもとに

です。ベイルートでアラブ諸国の

首脳会議がもたれたのですが、私

も招かれていてシャロンが来るか

どうか尋ねられたのですが、私は

シャロンに 24 時間の猶予をあげ

ることを提案しました。その翌日、

何とシャロンはラマラに行き、パ

レスチナ自治政府の建物を爆撃し

ました。2 月にいらっしゃった日

本の訪問団の皆さんもご覧になっ

たように。それはいまだに半壊状

態です（頁右下の写真参照）。

　私たちに残されているこの紛争

解決の道は何でしょうか。私は二

つのことを考えます。一つは、二

つの国があの地で共存する可能性

です。国連決議にしたがってイス

ラエルがパレスチナの自由な独立

国家を、パレスチナの地を認める

こと、もう一つは、二つの国民を

持った一つの国家という可能性で

す。イスラエルはこの案には賛成

しないでしょう。イスラエルはお

そらく不利になるからです。今、

あの地には 550 万人のユダヤ人

が住み、450 万人のパレスチナ

人がイスラエル地域、ヨルダン川

西岸、ガザ地区、及び東エルサレ

ムに住んでいます。パリのソルボ

ンヌ大学で開かれたシンポジウム

では、2014 年には、パレスチナ

人の人口がユダヤ人の人口を凌駕

すると予想されていました。

　ユダヤ人はパレスチナ人がみ

んな馬鹿だとは思っていません。

50 年にわたる苦難と差別を、私

たちは生き延びてきたのです。多

くのパレスチナ人が様々な分野で

教育を受けて成功しています。実

のところ、パレスチナ人とユダヤ

人の間には共通な基盤があること

が分かってきました。双方とも大

変に勤勉です。パレスチナ人のこ

とを、アラブ人の中のユダヤ人だ

と言うイスラエル人さえいます。

両民族とも権利のために闘う堅固

な意志を持っています。双方とも

それぞれの運命をかけて死ぬ覚悟

ができています。私はこの二つの

民族が死ぬためではなく、生きる

ために命をかけてほしいと願って

います。国際社会が強い意志を

もって協働しないかぎり、それが

実現するには長い年月がかかるで

しょう。

　国際社会は、例えば南アフリカ

のアパルトヘイト政策に関しては

大きな声をあげました。今イスラ

基調講演

爆撃されたパレスチナ自治政府の建物
（故アラファト議長のオフィス）

＊編註：日本では“聖金曜日”、“受苦日”

等と呼ぶ。キリストが磔にされたことを記

念する日、復活祭直前の金曜日。
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エル／パレスチナで起こっている

ことは、南アフリカのアパルト

ヘイトより悪い状況です。イス

ラエル政府が建設している隔離

壁、ガザ地区とヨルダン川西岸の

700 ヶ所に及ぶチェックポイント

( 検問所 )。そこでパレスチナ人が

味わう屈辱とはどんなものか、想

像できるでしょうか。何人の病人

が検問所で止められて病院に着く

前に亡くなったことでしょう。何

人の女性が病院ではなく、検問所

で出産したことでしょう。何人の

女性や子ども達が検問所で辱めを

受けたでしょう。

　60 年前に抑圧を受けた民族が

今は抑圧者となっているというの

は、なんと悲しいことでしょう。

国際社会はアメリカの主導のもと

にイラクに対しては随分大きな行

動を取りました。国連決議に従わ

せようとしたのです。いつ、国際

社会はイスラエル

に対して国連決議

を守るよう圧力を

かけるのでしょう

か。イスラエル政

府に関しては、ア

メリカの聴衆に向

かって話すときに

は、こんな話をし

ます。「もし自分に

愛する人がいるな

ら、その人を鎖で

くくっても天国に

連れて行けという

教えがコーランの

一 節 に あ り ま す。

もしイスラエルを

愛しているなら鎖

でくくっても、イ

スラエルに国連決

議を守らせるべき

で す 」。 今 こ そ 平

和を愛する人々が

手をつなぐときで

す。平和への、正

義への、和解への

道はあるのです。私たちは既に重

要なステップを踏みだしていま

す。紛争の両者がお互いにその存

在を認めることが平和への第一歩

です。イスラエルはアラブを認め、

アラブはイスラエルを認めること

です。今こそ国際社会は、平和は

あらかじめ用意されているもので

はなくて、平和はある段階を踏ん

だ結果として実現するものだ、と

いうことを認めなければなりませ

ん。

　イスラエルは安全を最優先し、

安全な国境を求めていますが、そ

れは和解しあった隣同士でのみ実

現することです。イスラエルの最

も近い隣人はパレスチナ人です。

ヨルダンとエジプトとイスラエル

は平和条約を結びました。しかし

パレスチナは蚊帳の外にあり、い

まだ平和はありません。

基調講演

●おわりに

　昨年 2 月 18 日、イギリスのブ

レア首相と会談した時に申し上げ

た言葉を持ってこのスピーチを終

わりたいと思います。ブレア首相

と会ったのは、イギリスがイラク

に派兵しないよう要請するためで

した。彼は、派兵は中近東に平和

をもたらすためなのだと私たちを

説得しようとしました。発言の番

が来たとき、こう申しました。「バ

グダッドへの一番の近道はエルサ

レムを通ることですよ」。そして

続けて言いました。「エルサレム

に平和がもたらされれば、世界に

平和が来るのです」と。

　ここにいらっしゃる全ての日本

の皆さんに、同じことを申し上げ

たいと思います。エルサレムに平

和をもたらすこと、それが世界平

和への近道です。皆さん、どうか

この状況を知らないなどとおっ

しゃらないでください。自分たち

は数が少ないともおっしゃらない

でください。自分たちは日本の指

導者ではない、ともおっしゃらな

いでください。初代教会の信徒た

ちの数は、ここにいる全ての人よ

りずっと少なかったはずです。彼

らは数も少なかったし、有効な手

段を持っていたわけでもありま

せんでした。日本人のように高度

な技術を持っていたわけでもあり

ませんでした。しかし、彼らは強

固な意志と勇気を持っていたので

す。そしてその後の歴史の道筋を

変えていったのです。11 人のガ

リラヤ人は世界の歴史を変えまし

た。今、世界中には 2 億人のクリ

スチャンがいます。どうぞみんな

で手を携えて中近東の歴史を変え

る道を歩んでください。いつか、

私たちが愛し、また皆さんが愛し

ておられるあの土地で、キリスト

の復活のお祝いを共に喜べるよう

に心から願っています。ありがと

うございました。
■

エルサレム近郊パレスチナ自治区、手前はパレスチナ人の村、
奥はイスラエル入植地。　写真：大島俊一
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パレスチナのクリスチャン人口
　イスラエルに住むアラブ・パレスチナ人ク

リスチャンは 12 ～ 15 万人と推計される。

　東エルサレム、西岸、及びガザには、

1994 年の調査 (Dr. Bernard Sabella) では、

49,702 人のパレスチナ人クリスチャンがい

たと推計されている（自治区のパレスチナ人

の 1.5%）。内訳は、ギリシア正教会 25,835

人 (52.0%)、ローマ・カトリック 15,168 人

(30.5%)、東方典礼 ( ギリシア ) カトリック

2,848 人 (5.7%)、プロテスタント 2,443 人

(4.9%)、シリア正教会 1,498 人 (3.0%)、ア

ルメニア教会 1,500 人 (3.0%)、コプト教

会 250 人 (0.5%)、エチオピア正教会 60 人

(0.1%) など。しかし、その後、特に第２次

インティファーダ以降は海外移住が進み、さ

らに著しく減少したと言われる（自治区のパ

レスチナ人の約 1% に）。

質疑応答
●パレスチナにはいつからクリス

チャンがいるのですか ?

　「自分はアラブ・クリスチャン

だ」と申しますと、「あなたはい

つキリスト教に改宗したのか」と

よく尋ねられます。それで「マホ

メッドが生まれる前からのクリス

チャンの家系だ」と答えます。私

たちのキリスト教信仰は紀元 33

年にさかのぼります。使徒言行録

2 章 11 節にその証拠があります。

「ユダヤ人もいれば、ユダヤ教へ

の改宗者もおり、クレタ、アラビ

アから来た者もいるのに…」と書

かれています。最初の聖霊降臨日

に私たちはエルサレムにいたので

す。すみません、日本人は使徒言

行録には全然出てきません！私た

ちは信仰を 2000 年間守ってきた

のです。

　イスラム教が勃興したときにア

ラブ・クリスチャンは教会を離れ

たのですが、これには２つの理由

がありました。１番目の改宗の理

由は「三位一体」です。離れていっ

た人々は三位一体というキリスト

教の教義に確信を持てなかったの

でした。アラブ世界では父なる神、

母なる神、子なる神はありました

が、聖霊なる神という観念はあり

ませんでした。それに対して、マ

ホメッドは神さまはただ一人だと

言った。すなわちアラーの神です。

１+ １+ １＝３なのに１であると

いうのは普通のアラブ人にはなか

なか理解されませんでした。そこ

でマホメッドを信じるようになっ

た人たちが出ました。マホメッド

の最初の夫人はメッカのキリスト

教会の信徒でした。

　２番目の理由は政治的なもので

す。6、7 世紀の頃、ビザンチン

帝国の人たちはアラブ・クリス

チャンに対してたいへん厳しい態

度をとりました。ですから、アラ

ブ・クリスチャンの多くはマホ

メッドに従うことにしました。そ

の人たちはこの新しい信仰が新し

い宗教になるとは考えもしません

でした。それによって当時のアラ

ブ・クリスチャンの 75% の人た

ちがイスラム教に加わりました。

　それから 300 年経って十字軍

がやってきました。十字軍は十字

架を掲げてやってきたのではなく

剣を持ってやってきました。アラ

ブのクリスチャンたちは、やって

きたクリスチャンたちは一体どう

いうクリスチャンなのかといぶか

りました。今、ブッシュ大統領は

クリスチャンだといっています

が、一体どういうクリスチャンか

と思います…。ブッシュ大統領も

十字軍も、クリスマスツリーを背

負って、武器を持って闘いに行く

というクリスチャンです。

　第１次十字軍が引き上げた後、

最初の宣教師たちがやってきまし

た。この宣教師たちは「より良い

アラブ・クリスチャン」を育てる

のではなくて、「より良いイタリ

ア・クリスチャン、より良いギリ

シャ・クリスチャン人、イギリス・

クリスチャン」を育てようとした

のでした。私たち聖公会に属する

キリスト者もイギリス人に仕立て

られようとされました。エルサレ

ムのクリスチャンたちは東方教会

の宣教師たちによって、アレキサ

ンダー大王よりもギリシャ人らし

くさせられようとしました。もし

日本から宣教師が来ていれば、日

本人的クリスチャンを作ろうとし

たに違いありません。彼らは聖書

に出てくる固有名詞を変えようと

し、ヨハネのかわりにジョン、ペ

テロのかわりにピーターなどと変

えました。それで人々は大変混乱

しました。「私はいったい何者な

のか？」、アイデンティティ・ク

ライシスですね。その結果、多く

のローマ・カトリックの人たちは、

ローマやフランスに行きました。

聖公会の人たちはイギリス、オー

ストラリア、アメリカ、カナダに

渡っていくことになったのです。

　そして 1948 年イスラエルが建

国されました。私たちはユダヤ・

イスラエル人から「アラブ・イス

ラエル人」と呼ばれるようになり

ました。インドに行ったとき、ア

メリカから来た宣教師に、「イス

ラエルから来たリアさん」と紹介

されました。「アブラハムの子が

ここにいるハレルヤ！」と叫び「神

さまはあなたと共にいる。神さま

は全てのアラブ人を滅ぼすだろ

う」と言ったのです。皆さん、驚

かれますか？「私はパレスチナ人

であり、アラブ人です。」私がそ

う言うと、アメリカ人宣教師は言

葉をなくしていました。彼は、全

てのアラブ人がイスラム教徒でも

なく、イスラム教徒全部がアラブ

人でもないことを知らなくてはな

りませんでした。イスラエル人全

てがユダヤ教徒ではないし、ユダ

ヤ教徒の全てがイスラエル人でも

ないのです。イスラエルにいるユ

ダヤ人よりもニューヨークにいる

ユダヤ人のほうがはるかに多いの

です。インドネシアにはアラブ諸

国のイスラム教徒よりもっと多く

基調講演
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のイスラム教徒がいます。中東全

体で現在 1600 万人のクリスチャ

ンがいるのです。エジプトにはコ

プト教徒 ( エジプト、エチオピア等に伝

わるキリスト教 ) がいますし、230

万人のパレスチナ人の内 2.5% が

クリスチャンなのです。

●旧約聖書にはユダヤ・イスラエ

ル人によるパレスチナ（カナンの

地）の侵略が記述されていますが、

アラブ・パレスチナ・クリスチャ

ンは旧約聖書をどのように受け止

めているのでしょうか。

　私たちはアブラハムの子孫で

す。アブラハムはユダヤ人ではあ

りません。神の約束はアブラハム

に最初に与えられました。ですか

ら、私たちもアブラハムの約束を

継ぐことができます。旧約聖書に

暴力が含まれているからといっ

て、旧約聖書を全て拒否している

わけではありません。

　アハブ王の事をよく例に取り上

げます（列王記上 21 章）。イスラエ

ルの王アハブ王の宮殿のすぐ横

に、ナボトという人のブドウ畑が

ありました。アハブ王は、その土

地を手に入れたかったのですが、

ナボトは「先祖から伝わる嗣業の

土地を譲ることはできません」と

いって、それを了承しません。ア

ハブ王は腹を立てて宮殿に帰るわ

けですが、妻のイゼベルが入れ知

恵をし、ナボトを殺させ、ナボト

の土地を取りあげてしまうので

す。しかし預言者エリヤが来て、

アハブ王の不法な土地取得を弾劾

し、その罪ゆえに王国が分裂する

と預言します。イスラエルの情報

当局から「あなたは司祭だ。司

祭が教会に政治を持ち込むのは間

違っている。」と尋問されたこと

があります。1976 年 3 月 30 日

に起こった事件のことを彼に言

いました（「土地の日」のコラム参照）。

すると尋問者にあらゆる悪口を浴

びせられました。彼に言いました。

「もし私があなたの腕時計をかす

めとろうとしたら、あなたは私を

何と呼びますか？」彼は「強盗と

呼ぶだろう」と言いました。そこ

で、「あなた方イスラエル人は私

たちの土地を 97％も収奪しまし

た。私たちはあなた方を何と呼べ

ばいいのですか？」と尋ねました。

そして預言者エリヤと同じことを

言っているだけなのだと話しまし

た。

　クリスチャンとして私はいかな

る暴力にも反対です。パレスチナ

人であれ、イスラエル人であれ同

じです。昨今、私たちパレスチナ

人は誰からもテロリストと呼ばれ

ています。「自爆テロ」事件が起

こると必ずそう呼ばれます。つい

昨日も、ある人からそのような見

解を聞かされました。パレスチナ

人はイスラエル人がすることをす

ぐに学びとります。最初の自殺攻

撃を敢行したのはパレスチナ人で

はなくユダヤ人です。旧約聖書の

士師記 16 章によるとサムソンは

自らの死と道連れに 3000 人のペ

リシテ人を殺したとあります ( ※

パレスチナとは“ペリシテ人の土地”とい

う意味 )。日曜学校でも「サムソン

はすごいぞ！」と拍手したもので

す。サムソンを描いた映画を見た

ことがありますが、やはり英雄と

して扱われていました。私もサム

ソンは英雄だと思います。しかし、

パレスチナ人がサムソンの行動に

倣うと、テロリストと呼ばれます。

エルサレムではよくイスラエルの

指導者と会う機会がありますが、

自殺攻撃について聞かれると、「あ

なた達はサムソンもテロリストと

呼ぶべきではないか。さもなけれ

ばサムソンに倣う者達をヒーロー

と呼ぶべきだろう。」と答えます。

するとイスラエルの人たちは急に

黙ってしまいます。

　私は 1986 年から 90 年まで 4

年の間、旅行することを禁じられ

ました。その禁止が解かれて最初

に来たのが日本でした。99 年 3

月ですが、当時は大阪が日本の首

基調講演

3 月 30 日「土地の日」
1976 年、イスラエル政府は、入植地を建

設するためにパレスチナの広大な農地を接

収することを決め、それに対する抗議が広

がると、パレスチナ全土を戦争状態にある

と宣言して、外出禁止令を出すなどしなが

ら接収を強行した。その年の 3 月 30 日、

パレスチナ人はゼネストに入り、ガリラヤ

からネゲブまでのパレスチナの町々でデモ

ンストレーションが行われたが、イスラエ

ル政府はその前日から重武装した軍隊を送

り込み、暴行、逮捕を繰り広げ、2 日間で

6 人が殺され、数百人が負傷・逮捕された。

それ以来、毎年、3 月 30 日は「土地の日」

としてパレスチナの抗議と抵抗のデモンス

トレーションが行われる日となっている。

白色部分がパレスチナ人の統治・居住地域、灰色部分がイスラエル人の統治・占拠地域。
http://www.qumsiyeh.org/palestine101/
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基調講演

都だと思っていました。そのとき

村山牧師にお会いしたのです。彼

は親切にも私が東京に行くのを助

け、新幹線まで送ってくださいま

した。昔の預言者たちのように真

実を語ること。私たちはたとえ命

を代償とするとしても、それをな

さなくてはなりません。86 年の

7 月、私は秘かな使命をもって、

アラファト議長に会いに行きまし

た。提案を持っていったのです。

5 人のパレスチナの音楽家と 5 人

のユダヤ人音楽家をオートリアの

ウィーンで演奏させるという企画

です。アラファト議長は「いいだ

ろう。支援しよう」と言ってくれ

ました。それはイスラエルにとっ

ても良い知らせとなるはずでし

た。ところがそれから 2 ヶ月も経

たないうちにイスラエルに新しい

法律ができて、PLO( パレスチナ

解放機構 ) とは一切接触してはな

らないことになりました。それで

もその音楽対話の打合せをしよう

と出発する 2 日前、「あなたの行

動はイスラエルの安全を脅かす」

と言われ、ユダヤ人音楽家たちと

の接触が禁止され、さらに 12 ヶ

月の接触禁止がその後何度も延長

されたのです。また旅をできるよ

うになったことは嬉しいことで

す。

●米国のキリスト教右派に見られ

る考え方にどのように対処するの

でしょうか ?

　私は米国の保守的な原理主義的

福音主義クリスチャンと出会う

と、何と無知であることかと悲し

くなります。その人たちは私を同

じキリストにおける兄弟姉妹とは

認めてくれません。彼らは聖書を

用いますが、それを誤って使いま

すし、乱用しています。彼らの多

くはいわゆるシオニストによって

援助支持されています。私は米国

には 45 回行きました。たいてい

このような講演ツアーをします。

ユダヤ教の会堂でユダヤ人を相手

に講演をしたこともありますが、

キリスト教の原理主義的福音主義

の人たちの教会には招かれたこと

がありません。

　ある時、米国でテレビを見てい

ましたら、イスラエルのネタニエ

フ首相が、テレビ伝道で有名な

ジェリー・フォルウェルと会って

いるところが映しだされていまし

た。ジェリー・フォルウェルはネ

タニエフ首相に対して「あの土地

は神からあなたに与えられたので

す。ですからへブロンから撤退す

る必要は絶対にありません」と

言っていました。そういうキリス

ト教右派の人たちは、シオニスト

運動の創始者が言っている通りに

信じているのでしょう。その日、

フォルウェルに電話しましたが、

彼は私と話そうとしませんでし

た。私は新聞の取材を受けて、「も

しジェリー・フォルウェルがネタ

ニエフ首相に洗礼を受けさせるこ

とができれば、ジェリー・フォル

ウェルに従うよ」と申しました。

真実に目覚めない人たちが結構い

るものです。

　またある時、平和集会で宗教の

役割について話をする機会があ

りました。私は申しました。「宗

教は水のようなものと言えます。

水 は 人 々

の 渇 き を

い や し ま

す。 美 し

い 庭 に 水

を打って、

も っ と 美

し く で き

ま す。 し

か し、 水

は 人 々 を

溺 れ さ せ

る こ と も

で き る の

で す。」 宗

教は、その用い方によって、いか

ようにも作用するのです。

　もう一つだけお話しさせていた

だきたいのですが、インドのシー

ク教徒の人が列車でイギリスを旅

行したときのことです。シーク教

徒というのは、ターバンを巻いて

いる人たちですね。その列車には

イギリスの紳士と一人のシーク教

徒が乗っていました。イギリスの

紳士はそんな人を見たことがあり

ませんでしたので、じろじろ見て

いました。シーク教徒はたいへん

心静かな人たちだと言われていま

す。それで、そのシークの人は「私

はシーク ( 教徒 ) です」と言いま

した。イギリス人はそれを聞いて

shik( シーク教徒 ) を sick( 病気 )

と聞きちがえ、「ご病気ならお医

者に行かなければ」と言いました。

そこでシークの人は「いいえ、私

は宗教のシークといったのです」。

するとそのイギリス人は「それな

ら私もそうです」といいました。

つまり宗教に関して私も sick( う

んざり ) だといったのです。

　きちんとした見識を持って、事

実をあるがままに見すえねばなり

ません。一方的な見方や無理解は、

トンチンカンな応答や対応しか生

まないのです。

■

村山盛忠牧師とリア・アブ・エル＝アサール主教　交流集会を終えて
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●はじめに

　今回日本聖公会東京教区の招き

で、聖公会エルサレム教区から、

リアーハ主教はじめ 8 人の代表団

が訪日されたことを、心からうれ

しく思っています。この実現のた

めに聖公会東京教区植田主教はじ

め聖公会の皆様方が、多大なご尽

力をして下さったことを、心から

感謝いたします。またこのような

場で小生に発言の機会を与えて下

さったことを恐縮に感じながら、

感謝いたしております。

●パレスチナ問題へのきっかけ

　私がパレスチナ問題に積極的に

取りくみはじめたのは、リアーハ

主教の発言を聞いたのがきっかけ

でした。1975年10月にジュネー

ブで WCC( 世界教会協議会 ) 主

催による「キリスト教パレスチナ

問題協議会」が開催され、日本キ

リスト教団を代表して参加しまし

た。当時私自身は、パレスチナ問

題に関心はもっていましたが、何

が本質的な問題なのかは、十分に

は理解していませんでした。同時

にキリスト者としてパレスチナ問

題に関わることに対して、非常に

躊躇を覚えていたことも事実でし

た。

　1 週間の予定で開催されたこの

協議会には、約 70 人の代表者が

参加していましたが、殆どがヨー

ロッパ・北米からの代表者でし

た。協議会半ばで、あるオランダ

の代表者の方が次のような発言を

しました。オランダのキリスト教

徒たちは、ユダヤ人に対する罪責

の思いをもちながら、毎年ユダヤ

人との対話を求めてイスラエルへ

の聖地巡礼をしている。毎年継続

しているが、実りある対話がなさ

れていることを大変うれしく思っ

ているとの主旨でした。この発言

に対して、中東代表のひとりの

牧師が立ち上がり応答しました。

「いまあなたは、ユダヤ人との対

話を求めてイスラエルにやってく

るとおっしゃったが、私たちが住

んでいるパレスチナの地では、一

度もユダヤ人迫害は起きたことは

ない。ユダヤ人迫害をしたのは、

あなた方ヨーロッパのキリスト教

徒たちだ。私たちは、ユダヤ教徒

もイスラム教徒もキリスト教徒も

共存してきたのだ。あなた方ヨー

ロッパ人がユダヤ人を迫害してき

ながら、その罪滅ぼしの後始末を

しているのは、われわれなのだ」

と。このような発言は、これまで

も聞いていましたので、アラブ側

の発言として良く理解できまし

た。ただその次の言葉に私は目か

らウロコが落ちた経験をしたので

す。それは、「あなた方は、ユダ

ヤ教徒との対話を求めてパレスチ

ナにやって来るといわれるが、一

度でもパレスチナのキリスト教徒

との対話を求めてやって来たこと

がありますか」と。この発言をし

た牧師が当時ナザレ聖公会の司祭

をなさっていたリアーハ牧師だっ

たのです。私はこの、「一度でも

パレスチナのキリスト者との対話

を求めてやってきたことがある

か」という言葉を聞きながら、パ

レスチナ問題の本質に触れた思い

がしたのです。同じキリスト者で

ありながら、何故パレスチナのキ

リスト者の存在が見えなかったの

か。同時にアラブ人の存在が見え

なかったという事であります。ユ

ダヤ人は見えていたのに、何故パ

レスチナ、アラブ人が見えなかっ

たのか。

　ここにパレスチナ問題の本質的

課題が存在していることを、その

時直観的に感じたのです。キリス

ト教史においても、また世界史に

おいても、パレスチナ・中東世界

の教会が約 2000 年の歴史をもっ

て今日まで存続しながら、教会も

世界も彼らの存在を無視してきた

のです。パレスチナ人が見えな

かったということの根底に、キリ

スト教の問題があることが見えて

きたのです。それは現在パレスチ

ナ人の土地が奪われ、侵略されて

いるにも拘らず、その事実が見え

てこないことに連動しています。

　このリアーハ牧師の発言を機に

私はパレスチナ問題に積極的に関

わっていくことになりました。

●中東のキリスト者―少数者

であることの意味―

　今日の集会は、日本でパレスチ

ナ問題に関わっている諸団体や

人々との交流集会です。パレスチ

ナ問題に特別に「キリスト教」の

名称をかかげる必要はないとの意

見もあろうかと思います。キリス

ト教という宗教的次元でとらえ

るならば、イスラム教も同じにと

りあげるべきだと反応する人々も

いるかもしれません。しかし、中

東世界におけるキリスト教の存在

を、われわれが通常考えているよ

うな宗派のひとつとしてとりあげ

るのは、余りにも平面的です。そ

のとらえ方自体がすでに西欧的キ

リスト教の発想ですし、中東キリ

スト教史を全く理解していないこ

とになります。中東のキリスト者

の存在は、社会的少数者としてと

らえるのが、的確な理解の仕方と

いえます。

基
調
講
演
を
受
け
て

日本キリスト教団牧師

村山盛忠

1959年同志社大学大学

院卒業。1964 ～ 68 年、

日本基督教団派遣宣教

師としてエジプトのコ

プト福音教会で都市産

業伝道に従事。著書に、

この体験をまとめた『コ

プト社会に暮らす』（岩

波新書、1974 年刊（絶

版））がある。

コメント
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　中東世界におけるキリスト教の

存在は、当初から東ローマ帝国の

ビザンティン・キリスト教会から

「異端」のレッテルを貼られてき

ました。「異端」と同時に、「反皇

帝派」のレッテルを貼られたので

す。東ローマ皇帝は当時の世界を

統一のため、急速に勢力を伸ばし

てきたキリスト教を公認し、つい

に国教としました。国家と宗教の

一体化です。皇帝はまず教会統一

をはかるため、言語による統一即

ちギリシャ語による統一を施行し

ました。これによって当時の地中

海・中東世界の統一を目論むため

です。

　このような東ローマ皇帝ならび

にその配下にあったビザンティ

ン教会に対して、アルメニア、シ

リア、エジプトの教会は、断固と

して抵抗したのです。この三教会

はすでに民衆の言語による礼拝が

守られ、聖書が読まれていたので

すから。即ちアルメニア語、シリ

ア語 ( アラム語 )、コプト語です。

抵抗したこれらの教会は、「反皇

帝派」といわれ、異端宣告された

のです。実際は教義上の問題では

なく、反皇帝の姿勢にあったので

す。その根底には非常にナショナ

ルな意識が存在しているのは当然

のことですが、これは現在もこの

地域に息づいています。パレスチ

ナ問題の根底には、このような歴

史的背景が根深く存していると思

います。

　その後ラテン教会 ( カトリック )

が勢力をもちはじめた中世時代に

なりますと、中東世界は十字軍の

侵略を受けます。中東世界は東

ローマ帝国・ビザンティン教会か

らだけでなく、ラテン教会からも

弾圧を受けます。中東のキリスト

教会は、ビザンティン教会とラテ

ン教会の二つの勢力と対峙せざる

を得ない歴史を踏まえてきたこと

を知っておかねばなりません。

　十字軍時

代、中東の

キリスト教

徒たちはイ

スラム教徒

たちと共に

十 字 軍 と

闘っていま

す。当時中

東キリスト

教徒の敵は、イスラムではなく、

西欧キリスト教を標榜するラテン

王国でした。勿論イスラム世界に

あってはキリスト教徒は少数者で

す。時にはイスラム教徒から、西

欧キリスト教徒と通じているので

はないかとの、疑いの目で見られ

ることもありました。これはいつ

の時代でも起こるべくして起こる

問題ですが、権力者による巧妙な

分断政策のなせる業といえます。

事実は中東世界のキリスト教とイ

スラムとは共存していたのです。

　このような歴史的背景を理解す

るとき、中東世界におけるキリス

ト教の存在は、単純に宗教的次元

でとらえることのできない社会

的・歴史的背景を踏まえての少数

者の存在意味があるのです。今日

の集会がキリスト教の集会になっ

ていますが、これは日本の土壌で

受けとめられるような宗教的・信

仰的次元でとりあげているのでは

ないことを理解する必要がありま

す。先に述べましたように社会的

マイノリティからの発言として聞

くことが、いちばん適切だといえ

ます。

●「ユダヤ人問題」と「パレ

スチナ問題」

　パレスチナ問題に関わりはじめ

たころ、よく言われたのは「お前

は反ユダヤ主義者か」ということ

でした。1970 年代に、「パレス

チナ問題」の集会を開いたり、ま

た「PLO( パレスチナ解放機構 )」

を口にするだけで、< 赤軍派 > と

いわれたり、< ゲリラ > や < テロ

リスト > の側に立つのかと、白い

目で見られたものです。今から

思えば、日本政府も PLO をテロ

リストの集団と規定していたので

すから、パレスチナ問題と取り組

んだり、パレスチナ解放運動に連

帯する組織や集会は、すべて治安

の対象になったのです。支配権力

者の強烈な意図を感じます ( 現在

も同じ事をやっています )。日本

では 80 年代末期ごろから、よう

やく PLO を認知するようになっ

たと思います。このような状況の

なかで、当時人々から批判された

のは、パレスチナ連帯運動が「反

ユダヤ主義」ではないかというこ

とでした。パレスチナ解放闘争

は、終始「反シオニズム」の姿勢

を貫いていましたが、決して「反

ユダヤ主義」ではありませんでし

た。パレスチナではユダヤ人 ( 教

徒 ) と共存してきた歴史しかない

のですから、「反ユダヤ主義」は

生まれてきません。PLO は、「反

ユダヤ主義」と「反シオニズム」

を明確に区分しています。シオニ

ズムは、ユダヤ民族主義者たちが

パレスチナの地にユダヤ民族国家

を建設するという政治運動ですか

ら、パレスチナ人にとって侵略以

外のなにものでもありません。先

祖代々居住してきたパレスチナ人

が、何の理由もなく追放され難民

となっていくのですから、「反シ

オニズム」闘争になるのは当然の

ことです。

ベツレヘム近くの違法なイスラエル入植地。西岸及びガザに４０万人のイスラエ
ル人入植者が住む。写真：Paul Jeffrey/ACT International

コメント
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　「反ユダヤ主義」はヨーロッパ

で生まれますが、これはユダヤ人

に対する差別であり、根底には「ユ

ダヤ人問題」があります。「ユダ

ヤ人問題」という言葉が生まれて

きたのは、ヨーロッパにおける近

代国民国家が形成されてくる過程

で、「なかなか同化しないやっか

いな存在」という意味で生まれて

きました (L. ダビドビッチ :「ユダ

ヤ人はなぜ殺されたか」)。支配

者は国家を統一するために民族概

念を造り出して、たとえば < アン

グロ・サクソン民族 >、< ゲルマ

ン民族 >、日本では < 大和民族 >

という民族概念を造り出して国家

を統一していったのです。他民族

は同化を強いられていきます。こ

のような経過が近代国民国家形成

の過程で生まれてきたのです。

　ですから、「ユダヤ人問題」の

根底には、異民族同志が共存して

いく可能性を探る人類の課題が存

在していたのですが、ナチスは本

質的問題解決を放置したまま、「ユ

ダヤ人問題の最終解決」と銘打っ

て、約 500 万人のユダヤ人をガ

ス室で「処理」したのです。この

ような過程のなかから、シオニズ

ム運動が生まれました。ユダヤ人

を < 民族 > としてとらえて、パレ

スチナの地に「ユダヤ民族国家」

を建設する政治運動です。近代国

民国家形成の過程のなかで、「ユ

ダヤ人問題」が生まれてきたので

すが、同様にユダヤ民族国家を形

成する過程で「新・ユダヤ人問題」

が生まれてくるのは当然のことで

す。これが「パレスチナ問題」です。

ですから、「ユダヤ人問題」と「パ

レスチナ問題」とは同質の課題で

す。「ユダヤ人問題」と取り組め

ば取り組むほど、「パレスチナ問

題」が問われてきますし、「パレ

スチナ問題」と取り組めば取り組

むほど、「ユダヤ人問題」が問わ

れてくるのです。両者の根底には、

民族共存の在り方が問われている

のです。その共存の課題と取り組

むのが、私たちのこれからの課題

です。

●クリスチャン・シオニストの問題

　特にキリスト者にとってユダヤ

人 ( 教徒 ) は、聖書と深い関わり

がありますし、思想的にも大きな

影響を受けていますので、潜在的

にも心理的にもユダヤ人に深い関

心をもっていることは事実です。

第二次世界大戦中のユダヤ人強制

収容所の悲劇も、決して忘れるこ

とはできません。ユダヤ人に深い

関心をもち愛着をもつこと自体、

決して批判されるべきではありま

せん。

　問題というのは、今日のイスラ

エル国家を「預言の成就」として

とらえることです。ユダヤ民族・

イスラエル民族は、聖書で語られ

ている < 約束の地 > に戻ってきた

というとらえ方です。今日のイス

ラエル国家の建国は 1948 年です

から、その頃私は中学生でした。

思い出してみるとイスラエル建国

は聖書の預言が成就して、ユダヤ

人が約束の地に戻ってきたのだ、

なんとすごい事ではないかと、子

どもながらに内面から湧き出てく

るような喜びを感じていたように

思います。日本だけではなく世界

中のキリスト教徒たちが、このよ

うなとらえ方をしてきたように思

います。

　しかしそのようなとらえ方 ( 信

仰 ) が、パレスチナで起きている

イスラエル軍の侵略・占領の実態

を見えなくしていたのです。侵略・

占領を信仰の次元から肯定する信

仰とは、一体なんでしょうか。こ

れは聖書の読み方と深く関わって

くる課題だと思います。今日のイ

スラエル国家を預言の成就として

とらえるキリスト者を、「クリス

チャン・シオニスト」と呼んでい

ますが、この人々は土地を奪われ

追放されていくパレスチナ人は目

に入っていません。彼らには、預

言の成就こそが信仰的事実として

重要なのです。

　しかし聖書は、< 約束の地 > へ

の帰還を普遍的真理として述べて

いません。聖書は歴史的状況のな

かで、< 約束・契約 > を、< 正義

と公正の回復 > の視点から述べた

り、また民への < 祝福 > として述

べています。私たちが聖書をどの

ように読むのかは、重要なことで

す。「クリスチャン・シオニスト」

と呼ばれている人々の考え方また

信仰は、結果的にイスラエルの侵

略を肯定する強力なイデオロギー

になっているのです。事実を事実

として知ることが、大変重要なこ

とですし、それが福音信仰だと思

います。

●これからの課題

　これからのわれわれの課題とし

て、以下の項目を掲げました。地

道な取り組みが共同作業としてな

されるように期待します。

・ 中東におけるキリスト教史を知

ること。

・「ユダヤ人問題」の発端ともいえ

る、十字軍の歴史を知ること。

・ 聖書テキスト、例えば「約束の

地」( 創世記 ) の個所、「帰還の預言」

( イザヤ書 )、ロマ書 9 章― 11 章

( イスラエルの運命 ) の箇所等を、

共同研究すること。

・ 「ホロコースト以後の神学」の

問題点を明確にすること。

・ 「9.11」以後の「テロ」戦争

の状況を、パレスチナ問題との関

わりで的確にとらえること。

・ パレスチナ難民の復権問題に積

極的に関わること。

・ 「エルサレム問題」に積極的に

関わること。

・ これからの民族共存問題を課題

とすること。

■

コメント
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●荒涼たるパレスチナ

　2005 年 2 月 8 日、イスラエル・

パレスチナ両首脳会談が 4 年半ぶ

りに、エジプトの保養地シャロム・

シェイフにおいて開かれた。「武装

闘争は無益」が持論で「穏健派」と

目されるマフムード・アッバースが

故アラファートの後継としてパレス

チナ自治政府議長に就任するのを

待って実現した首脳会談において、

アッバースが「パレスチナ人が平和

を享受する好機が訪れた」と語ると、

シャロン・イスラエル首相は「パレ

スチナが民主的な独立国家になるま

で、あなたに統率をとっていっても

らいたい」と友好的に応じたが、そ

の一方で、「治安に関しては妥協し

ない」と述べるのを忘れなかった

(「朝日新聞」05 年 2 月 9 日 )。

　シャロン首相がとなえる「治安維

持」とはあくまでもイスラエル国家

やその国民を守るためだけのもので

あり、シャロンがパレスチナ住民に

ついて「治安維持」を語るときには

それを口実にパレスチナ住民を徹底

的に弾圧するということであり、目

をパレスチナに転じれば、そのこと

を物語る凄惨な光景が続いている。

　2000 年 9 月にパレスチナ住民

の反占領闘争である第二次インティ

ファーダが再燃してパレスチナがイ

スラエルの完全占領下に戻ってし

まったこの 4 年半の間に、パレス

チナはかつての景観を大きく変化さ

せてしまった。

　ヨルダン川西岸地区のイスラエル

との境界線沿いおよび西岸地区全域

に多数存在するイスラエル入植地の

ひとつひとつのまわりには、堅固な

隔離壁とその両側に敷設された二本

の軍用道路とからなる三重層の帯が

延々と続いており、壁の周辺のパレ

スチナ人たちは壁建設のために農地

を削られ建物を壊されて生活の場を

切り崩されてしまったばかりか、壁

建設によって生活道路も寸断されて

通勤通学その他の目的のために自由

に移動することもできなくなり、パ

レスチナ人の住む場所は外界から閉

ざされたゲットー状況へと追い込ま

れてしまった。

　ガザ地区でも事態は同じで、イス

ラエル入植地周辺やエジプトとの国

境地帯ではパレスチナ難民キャンプ

の住宅街が占領軍によって大きく削

り取られてそのあとに堅牢な壁が建

設されていき、隔離壁がパレスチナ

人の生活を押しつぶす光景が広がっ

ている。

　こうした変化の全ては、シャロン

が首相就任後にパレスチナにおける

「治安維持」と称して次々に繰り出

してきた軍隊導入による暴力一辺倒

の施策の結果である。首脳会談を眺

めるパレスチナ住民は、ブッシュ米

国政権の強力な支援を後ろ盾とした

シャロンがこれからもパレスチナ占

領を続けてどのような弾圧と生活破

壊の手を打ってくるのかと暗澹たる

気分に陥った。

●シャロンの飽くなき「治安

維持」の追求

　シャロンはイスラエル建国以来長

きにわたり筋金入りの軍人として

生きてきた人物であり、彼は国家

安全保障を重視する立場からアラブ

に対する徹底した武断主義を貫き、

1970 年代初頭イスラエル軍事占領

下ガザの軍司令官時代にパレスチナ

人反占領武装闘争鎮圧のために闘争

拠点と化している難民キャンプに大

型軍用ブルドーザーを持ち込んでの

住民家屋大量破壊や住民国外追放を

含む徹底的武力弾圧策を講じたこと

や、82 年国防相としてレバノン侵

攻作戦を指揮した際にイスラエル軍

包囲下のベイルートで起きたサブ

ラー・シャティーラ難民キャンプ住

民大量虐殺事件に深く関与したこと

などによって知られている。

　またシャロンはイスラエル建国思

想シオニズムの熱狂的な信奉者であ

り、91 年住宅相として「イスラエ

ルがジュディア・サマリア ( ヨルダ

ン川西岸地区のこと ) およびガザか

ら撤退する計画などは過去にも将来

にもなく、我々は入植地を過去、現

在、将来にわたって建設し続ける」

との主張のもとに、パレスチナ住

民の土地没収による植地建設の大規

模な拡大を手がけた。シャロンはラ

ビン労働党政権が締結したイスラエ

ル・パレスチナ平和協定に反対し、

シャロンの弾圧政策下で向き合う　　 　  　  　

パレスチナ人とイスラエル軍兵士

東京外国語大学教授 アラビア語コース

アラブ現代史（パレスチナ問題）

藤田 進
1990 年の湾岸戦争当時、ガザが封鎖さ

れ、二重の抑圧を強いられているパレス

チナ人に対する緊急支援の必要性を感

じ、またパレスチナと日本の民衆同士が

知り合うパイプ作りとして「アハリー・

アラブ病院を支援する会」を村山盛忠氏

と立ち上げる。その後、この会の発行す

る「アイヤーム アハリー」で病院やパ

レスチナの状況、エルサレムをめぐる状

況を発信するために「エルサレム行動委

員会」を結成し『エルサレムからの手紙』

を発行。また当時のアハリー病院の理事

長サミール・カフィーテイー司教や、パ

レスチナ人の映画監督ミシェル・クレイ

フィと音楽グループ・サーブリーンを日

本に招いての交流、パレスチナにオリー

ブの苗木を送る活動等に参加。
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同協定が約束したヨルダン川西岸地

区とガザ地区における占領の終結と

パレスチナ自治の実現とを阻止する

ために入植者を指揮する立場にあっ

た。

　シャロンは 2000 年 9 月、イス

ラエル警察を引き連れて自らエルサ

レムのイスラム聖域に立ち入り「こ

こはもともとはイスラエル神殿であ

り、我々に権利がある」と発言して

パレスチナ人ムスリムの反発を引き

出し、西岸・ガザのパレスチナ全土

がイスラエル軍撤退とパレスチナ自

治実現を要求するパレスチナ住民と

イスラエル軍および入植者とが全面

対決する局面を迎えるや ( 第二次イ

ンティファーダ開始 )、シャロンは

「イスラエル国民の治安維持」を訴

えて、02 年 2 月イスラエル政権の

座に就いた。

　首相就任早々からシャロンの武断

主義は遺憾なく発揮され、パレスチ

ナ自治を完全に無視してイスラエル

軍の大量投入がなされた。パレスチ

ナ自治政府議長アラファートとの話

し合いに応じないばかりか彼を軍事

的に長期幽閉してついには死へと至

らしめた。シャロンはパレスチナ軍

事占領を「イスラエルの治安維持の

ため」とし、パレスチナ住民の占領

に対する抵抗を「テロ活動」と断じ

てこれの軍事的鎮圧をはかり、パレ

スチナ人の抵抗拠点とみなすジェニ

ン難民キャンプを全面封鎖して徹

底破壊する挙に出た ( ジェニン難民

キャンプ虐殺事件 )。こうしたシャ

ロン首相の姿勢を前にしてパレスチ

ナ人・イスラエル人双方の治安は

一気に悪化し、05 年 2 月 20 日に

いたるまでの死者はパレスチナ人

3394 人、イスラエル人 952 人と

いう膨大な数に上った。

●無差別攻撃を命じる軍指揮

官の差別意識

　シャロン政権下のパレスチナにお

ける占領軍の民衆抑圧の具体像を具

体的に見れば、ガザ南部ハーン・ユ

ニスにおける以下のような現地報告

に浮かび上がってくる。

　「04 年 12 月 17 日深夜、イスラ

エル軍戦車がアパッチ・ヘリコプ

ターの空爆に支援されてハーン・ユ

ニス難民キャンプに侵攻した。死傷

するのが嫌なら家を立ち去れとのイ

スラエル占領軍の呼びかけがスピー

カーを通して近くのネヴェ・デカリ

ム入植地の方から聞こえてくるや、

ニムサーウィ地区のパレスチナ人数

百家族、約 600 人は家の外へと飛

び出した。モスクや病院のなかに逃

げ込んだ者たちもいるが、多くは危

険の及ばない路上に避難してうずく

まった。

　イスラエルのメディアによれば、

この住民地区への攻撃は、ハマス

軍事組織がネヴェ・デカリム入植地

にロケットを撃ち込んでイスラエル

人数人を負傷させたことへの報復で

あり、イスラエル軍スポークスマン

は、必要とあらば砲撃、狙撃、住宅

破壊を数日間続ける用意があると述

べた。

　攻撃による

住民側の死者

は夜明け前に

4 人、明るく

なってから 6

人を数えた。

イスラエル軍

戦車は小学校

を砲撃して生

徒 7 人 と 先

生が倒れ、「屋

根の赤色灯が

兵士にはっき

り見えている

のにあえて狙ってくる」( 救急車運

転手のハサン・アブー・サムラ ) と

いうように戦車砲撃は救急車も容赦

しなかった。イスラエル軍は高い建

物の屋上を占拠して狙撃体制を敷い

ており、本報告を書いている最中に

も 16 歳の少年が通行中を狙撃され

て殺されたとの知らせが伝わってき

た。ハーン・ユニスは誰も死から逃

れられない極めて危険な状態にあ

り、死傷者数は急速に拡大している。

　ガザ地区は全土にわたってイスラ

エル軍検問所が設けられていて多く

の小区画に分けられており、町や村

はどこも孤立状態となっている。ア

ブー・ホーリ検問所付近の海岸沿い

の路もブルドーザーで破壊されて通

行不能となり、住民の往来はほぼ完

全に不可能となった。」

( 以上は、Reports from Rafah-Pales-
tine より：

http://rafah.virtualactivism.net/ga-
zanews/gazamain.htm)

　イスラエル軍は住民地区への攻撃

を「ハマス軍事組織による入植地攻

撃への報復」だと説明するが、アパッ

チ・ヘリや戦車まで動員して無防備

のパレスチナ住民に無差別攻撃を加

えるやり方は常軌を逸しており、イ

スラエル軍がしているのは集団的殺

戮行為以外の何物でもない。パレス

チナ人にはハマスのメンバーやその

支持者が少なからずいるにしても全

員がそうだというわけではなく、パ

レスチナ住民の立場は様々である。

そのことを度外視して「パレスチナ

人＝ハマス」と一括化し、無差別攻

撃を指示するイスラエル軍指揮官に

はそうしても構わないという割り

切った考えが見てとれる。

　イスラエル軍指揮官や兵士の一人

一人はイスラエル国民であり、兵役

任務が終了すればイスラエル国家に

庇護された生活の場へと帰ってい

く。一方のパレスチナ人は何ら公的

な拠り所を持たない無国籍の難民で

あり、四六時中生活を占領軍や入植

者の攻撃に脅かされている。両者の

この違いを踏まえてイスラエル軍指

揮官の姿をとらえれば、「ハマス＝

イスラエル兵によって攻撃された救急車。中に乗っていた医師は死亡した。
（ジェニン）写真：大島俊一
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パレスチナ人」と一括化して攻撃を

指示する彼には眼前のパレスチナ難

民が自分と同じ人間とは映っておら

ず、彼らに対する蔑視ないしは差別

意識が指揮官をとらえているという

ことである。

　この蔑視ないし差別感は、土地を

奪っておきながらそれを取り返され

まいとして暴力に訴える入植者の心

中にも見出せる。このイスラエル人

側のパレスチナ人への蔑視ないし差

別感は、シャロン等のイスラエル国

家を動かす支配層が国民にシオニズ

ムイデオロギーの教育と徴兵義務と

を施すことを通じて養われてきた。

●パレスチナ難民の素顔

　筆者は 03 年 8 月、ハーン・ユ

ニスのイスラエル軍によって破壊さ

れた場所を訪れ、集合住宅が空爆で

破壊されて巨大なコンクリートの塊

と化しており、ブルドーザーで押し

潰された家々の残骸の間からは貯水

タンク、ベッドの脚といった犠牲に

なった人々のかつての暮らしの断片

が覗いているのを目撃した。

　その日は金曜日で、近くのモスク

から集団礼拝を終えた男たちが現わ

れ、その中の一人のパレスチナ自

治政府職員 (45 歳 ) が家に来るよう

誘ってくれた。彼の家はイスラエル

入植地ネウﾞァ・デカリムのすぐ近

くにあり、占領軍によって破壊され

た家と同じ場所に建て直している最

中で、室内のいたるところに銃弾の

痕があり、家族は弾のとどかない場

所を選んで暮らしているのだとい

う。家の主は「恐ろしいが、他に生

活できるところはなく、家族だって

殺されるかも知れないがここで生き

続ける」と語り、軍監視塔から見え

ないように頭を下げながら案内して

くれた庭には、菜園がつくられ鶏も

飼われていた。

　さらに案内されて行ったところ

に、70 歳の老人がいた。老人の家

もイスラエル軍に破壊されてしま

い、彼は家族を他のところに移して

家の跡地にトタン板の小屋をつくっ

て一人で暮らしており、周りの砂地

にはわずかな菜園やマンゴーの畑も

つくられていた。老人は、今はイス

ラエル大都市のテル・アビブに吸収

されてしまったヤーファを故郷とす

る元農民で、1948 年イスラエル建

国のとき 16 歳で故郷の地を追放さ

れ、50 年国連がガザに建設した難

民キャンプに収容され、そこで半世

紀以上のときを無国籍のパレスチナ

難民として生きてきた。

　70 歳の老人も、故郷を知らない

45 歳の自治政府職員も、難民キャ

ンプで暮らしながら努力して自分の

家を建てることにこぎつけたが、家

はイスラエル軍によって破壊されて

しまった。二人は残骸を取り除いて

再び住処を築き、軍の監視塔から狙

い撃ちされる危険にさらされながら

もお茶を交わしながらあくまでも生

きていこうとする。

　ハーン・ユニス難民キャンプの老

人が「治安上の理由」でイスラエ

ル軍ブルドー

ザーによって

自分の家を押

しつぶされた

残 骸 の 前 で、

「イスラエルは

平和など欲し

て い な い。 彼

らが望んでい

る の は、 土 地

を吸収するこ

ととパレスチ

ナ人を殺すこ

とだけだ」と

述べた。その言葉は、筆者の会った

二人の難民の言葉でもあるだろう。

イスラエルのパレスチナ住民に対す

る軍事抑圧はどこまでも続くしかな

いのか。

●占領軍兵士の兵役拒否運動

　だがこの異常事態を黙過できない

とする動きがイスラエル軍内部で

も、パレスチナ人攻撃への疑問や抵

抗感から兵役拒否をする運動となっ

てまだ微弱ながらも確実に広がり始

めている。

　「朝日新聞」02 年 2 月 26 日付

けの報道によれば、同年 1 月下旬

にイスラエル兵士 50 人が新聞に、

「占領地での自治区封鎖や住居破壊、

検問などの任務がパレスチナ人を抑

圧し人権を侵害している」、「占領地

の軍務が西岸とガザに 120 カ所以

上あるユダヤ人入植地を警護し維持

することに結びつき、『本来の国防

と関係がない』」との批判を掲げて

兵役拒否を呼びかける「拒否の手紙」

を発表し、賛同者は翌月 5 日まで

に 170 人を超える迄になったとい

う。

　「拒否の手紙」呼びかけ人のひと

りで、ガザ自治区南部で入植地警

護の軍務についていたダビド・ゾ

ンシェイン中尉は占領軍がパレスチ

ナ居住区を破壊するときの模様につ

いて、「何かじゃまなものがあれば、

司令官は機械化部隊を呼び、ブル

ドーザーで平たんにする。住宅の破

壊は日常茶飯事だ。軍の監視所はパ

レスチナ側からの銃撃を受ける。そ

うすれば司令官は反撃として住宅破

壊を命じる」と具体的に証言したと

いう。イスラエル政府や軍が占領地

で兵士たちにやらせていることはパ

レスチナ人を痛めつける暴力行為に

他ならないことに軍務遂行を通じて

感じ取り、それに耐えきれなくなっ

た者が兵役拒否という行動に出たと

き、彼は国民的兵役義務を侵すだけ

でなく国家イデオロギーたるシオニ

ズムを批判する立場につくことをも

意味した。

訓練するイスラエル兵　写真：大島俊一
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　シオニズム批判はもとよりパレス

チナ人の立場であり、イスラエル軍

兵士側の変化は、占領者と抵抗者と

して対決する者同士が批判的共通基

盤に立つことによって理解しあう可

能性が開けてくることを意味してい

るのかもしれない。

●アラブ住民の聖書理解とシ

オニズム批判

　パレスチナ人側のシオニズム批判

はその暴力的排他性、つまるところ

旧約聖書の「エレツ・イスラエル」

という言葉をめぐるシオニズムの解

釈への批判ということになるだろ

う。

　この点をめぐるパレスチナ人側の

最新の言及は、今回来日したリア・

アブ・エル＝アサール牧師の著作に

明快である ( リア・アブ・エル = ア

サール / 輿石勇訳『アラブ人でもな

くイスラエル人でもなく』聖公会出

版 2004 年 )。アサールは次のよう

に述べている。

　「シオニズムは非宗教的な運動と

して始まった」「しかし、ユダヤ人

国家の樹立は、まず、神が彼らにそ

こに住む独占的な権利を与え、ヨ

シュアやイスラエルの王たち同様

に、力によってその地の先住民を殺

したり追放したりすること、あるい

は、彼らを「伐採人や水汲み人」と

して従属させ、土地を没収する権利

を与えることを内容とする、予言の

成就、また、神とその選民との再契

約として認識されるようになったの

である」。

　アサールは上記の説明において、

シオニズム(ユダヤ人国家実現運動)

が旧約聖書に描かれた「ユダヤ人国

家」の他民族を暴力的・差別的に扱

うという特徴を 20 世紀に実現する

国家の特徴としてそのまま持ち込ん

だ結果、イスラエルはきわめて暴力

的・排他的な国家として実現したと

主張する。その主張は、ナザレでイ

スラエル建国の時を迎えたアサール

の一家が異教徒故に追放され、辛う

じて故郷に戻ってからも「現存する

不在者」とされて財産は没収され、

アラブ人として

蔑まれるという

自らの体験を踏

まえてのもので

あり説得的であ

る。

　さらにアサー

ルは続ける。「私

は聖書のイスラ

エルを、特定の

部族─ユダヤ人

やイスラエル人

─の国と考えた

ことはなく、神

とその民の契約

およびその民へ

の神のご加護の象徴だと思ってい

る」、従って「旧・新約聖書を自分

の信仰の根源と考えている」、「ユダ

ヤ人とパレスチナ人のいずれにとっ

ても、聖書は我々の霊的な手引きで

あるばかりでなく、我々の歴史の記

録であり、我々が土地に自らの根拠

を持っていることの証拠でもある」

「アラブ人のムスリムもクリスチャ

ンも自分たちのことを、アラブ人全

体の始祖とされるアブラハムの長男

であるイシュマエルの契約の正しい

継承者と考えている ( だから、私た

ちはユダヤ人を自分の従兄弟と呼ぶ

のである )」「パレスチナ人である

私は、私の先祖がペリシテ人の中に

いたと考えている」等々。

　それらはパレスチナのアラブ人の

独自の聖書解釈に基づく主張である

が、そこには、自分は古代からずっ

とパレスチナで生きてきた者たちの

子孫であるというこの地に根ざした

者ならではの確信が認められるとと

もに、パレスチナは歴史上様々な宗

教的・民族的違いを生みだしてきた

が、人々はそれらの違いに関係なく

一緒に暮らしてきており勿論そこに

はユダヤ人 ( ユダヤ教徒 ) もいたと

いう歴史的現実にこそパレスチナ人

の姿を見出そうとする立場が認めら

れる。アサールのひもとく「パレス

チナ人」論は、他者を含み込んで自

らも変わっていけば良いとの考え方

に立っており、シオニズムが自前の

国家の実現という動機に基づいて旧

約聖書における「ユダヤ人国家」神

話を字句通り固定的に取り上げて、

それを根拠にユダヤ人についてだけ

語ろうとするのに比べると、解放的

であり躍動感を感じさせる。

　シャロン首相が「反テロリズム」

路線のブッシュ米国大統領に支援さ

れて、占領を「治安維持」と言い換

えてパレスチナ人に対する武断主義

を貫いていこうとする時、イスラエ

ル国民は「パレスチナ人テロの脅威」

という理由によってどこまでも「治

安維持」政策に頼っていくのだろう

か。それとも「伐採人や水汲み人」

といった聖書的差別用語に煽動され

てパレスチナ人蔑視や差別感へと押

しやられることから自由になってパ

レスチナ民衆と対等につきあう方向

を切り開いていくのだろうか。友好

のエールはイスラエル人からパレス

チナ人へと送られるべきであり、イ

スラエル兵士の兵役拒否運動がその

ような方向を広げることに期待を込

めたい。
■

パレスチナの不法占拠に抗議して、毎週街角に立つイスラエルの女性
（"Women in Black" のメンバー） 写真：Paul Jeffrey/Action by Churches 
Together(ACT)

東エルサレムのオリーブ山で葡萄を摘む少年
写真：Paul Jeffrey /ACT
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　「先生になりたいな、もし大人

になれたらね」。

　パレスチナのジェニンにある難

民キャンプに住む 14 歳の少女の

言葉です。ジェニンは、パレスチ

ナのヨルダン川西岸地方の北部に

あってアクセスが難しく、最近で

は「隔離壁」によって周囲を取

り囲まれています。難民キャンプ

にはイスラエル建国によって、故

郷の村を追われた人々が住み着

き、いまでは子どもや孫の世代な

ど約 2 万人が住んでいます。しば

しばイスラエ

ルの軍隊が進

入し、外出禁

止令が出され

人々が逮捕さ

れます。特に

2002 年の春

には、大規模

な侵攻で数百

軒の家が破壊

され 50 人以

上が亡くなり

ました。この

少女も 4 日間

水も食料もな

いまま閉じ込

められ、家の

壁も破壊され

ました。その

後も兵士が家の中に入ってきて銃

を乱射しました。学校も半年間ほ

とんど授業ができない状況が続き

ました。こうしたなかにあって、

戦車の横をとおりながらも子ども

たちは学校へ行き、勉強し夢を実

現しようとしています。

●子どもの状況

　パレスチナでは人口の半数が

15 歳以下の子どもです。この子

どもたちが生と死に直面していま

す。イスラエルによる軍事占領

は 40 年近く続き、戦争状態のな

かで、多くの子どもたちが様々な

被害を受けているのです。通学途

中や教室の中、買い物帰りや遊ん

でいる最中などに銃撃などで亡く

なった子どもの数は過去 4 年間に

872 人にのぼります。

　2002 年夏に行なわれた聞き取

り調査の結果によると、パレスチ

ナでは 93% の子どもが安全でな

いと感じ、48% は自身あるいは

身近な人間が直接的な暴力行為を

受けていました。また 21% の子

どもが家から一時的あるいは半永

久的に退去させられていました。

半数の子どもは、親が自分のこと

を守れないとも感じていました。

聞き取り調査の概略をご紹介しま

す。

　「子どもたちが感じているスト

レスは、親には子どもの面倒を充

分に見るだけの余力がないという

諦めの感情によってさらに悪化し

ている。これは調査対象の半数以

上 (52%) の子どもたちが抱いて

いる感情であり、やや年長の子ど

も (59%) に多く見られた。経済

的・物質的な限界、統制不可能な

外的現実を別にしても、子ども達

が保護者 ( 両

親や教師 ) か

ら受けるケア

は充分とは言

えない。これ

は、保護者自

身がストレス

を受けて欲求

不満に陥って

おり、子ども

たちが必要と

する心理社会

的サポートを

するだけの情

緒的・精神的

エネルギーを

なくしている

ためである。

　このような状況下では、子ども

が屈託なく育つことは難しい。し

たがって 10 人中 9 人の親が、自

分の子どもの注意持続時間や集中

力が減っただけでなく、悪夢にう

なされたり、寝小便をするように

なったり、攻撃性や多動性が増し

たりといった精神的外傷を受けた

兆候を示す行動があると報告して

子どもたちの願いと現実

軍用車に追いかけられる子ども達（ラマラ）　写真：大島俊一

特定非営利活動法人 パレスチナ子どものキャンペーン

事務局長 田中好子
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いるのは驚くには当たらない。子

どもが死と復讐という考えに取り

憑かれたようになっていると報告

する親も 5 ～ 8% ほど見られた。

　周囲が暴力的で予測不能の事態

に満ちているため、子どもに対

する親の監督能力が損なわれてい

る。インタビューを受けた親たち

の半数近く (43%) は、現状では

子どもが必要とする世話や庇護を

十分に与えてやることができない

と感じながらも、子どもたちに責

任を感じて気を配っている。すべ

ての親は、本当の意味で子どもを

保護・扶養するには、政治的・経

済的レベルでの著しい変化が必要

であると感じていた。

　しかし不運な状況とその結果と

して生じたしわ寄せにも屈せず、

パレスチナの子どもたちは依然と

して回復力を維持している。この

ことは、彼らが自分たちの未来に

対して楽観的な見方をしているこ

とに最も強く現れている。大半

(70%) の子どもたちは、学習に

励むことで自己を改善できると感

じており、個人的、社会的な努力

によってもよりよい人生を築ける

と思っている。同様に、71% の

子どもたちは自分のエネルギーを

「積極的・建設的かつ非暴力的な

活動」へと向け続けている。その

一方で、7% の子どもたちは武器

で闘わなければ問題は解決できな

いと答えた。」

　こうした状況の中で、子どもの

心理状態は不安定になり、暴力を

ふるったり、親の言うことを聞か

なかったりする子どもが増えてい

ます。ジェニンの難民キャンプで

は、中学生が同級生を刺殺する事

件も起きて人々にショックを与え

ました。

●怖い思いはお母さんも同じ

　心理的な不安定さはもちろん子

どもだけの問題ではありません。

仕事、家事、家族の心配と生活の

心配…。かえって大人の方が辛い

思いをしているかもしれません。

封鎖によって職を失ったり収入が

減ったりしたうえに、イスラエル

兵から屈辱的な扱いを受け、ひど

い場合には射殺されることを覚悟

で検問所を毎日通らなければいけ

ない父親たち。また、朝出かけた

家族が無事に戻ってくるかどうか

を心配しながら家事を片付け、乏

しい家計から子どもたちに食べさ

せるためにやりくりをし、不安定

な子どもたちを落ち着かせるのに

精一杯な母親たち。ようやく建て

た家が壊され、農地が奪われ、隣

りの町に行くのも難しい生活があ

ります。「子どもを守ることがで

きない」という無力感は何よりも

大人を苦しめています。

●「心のケア」のプログラム

　こうした状況にある子どもと母

親のために、パレスチナ子ども

のキャンペーンでは、ジェニン

の NGO「幼児教育センター」と

一緒に、3 年前から心のケアのプ

ログラムを実施しています。対象

は幼児と母親、それに幼稚園のス

タッフです。難民キャンプや街や

村にある幼稚園を巡回して、母親

の集団カウンセリングやワーク

ショップ、先生のワークショップ、

そして子どものためのレクリエー

ションプログラムを進め、希望に

あわせて個人カウンセリングも実

施しています。

　不安や子育ての孤立感を感じて

いるのは日本もパレスチナも同じ

です。仲間と悩みを分け合い、そ

の解決のために専門家を交えて話

し合いをしていく中で、自分だけ

では解決できなかったことが解消

されることもあります。また適切

に接することで、不安定な子ども

の精神状態を改善できます。子ど

もと一緒になってレクリエーショ

ンに参加することで、久しく忘れ

ていた笑いを取り戻すこともでき

るのです。こうして母親が安定す

ると、子どもも自然に安定してく

る場合が多いようです。

●子どもたちの夢の実現を

　「アルナの子どもたち」という

ドキュメンタリーフィルムがあり

ます。ジェニンの難民キャンプで

子ども劇団に参加し、「演劇で世

界にパレスチナのことを伝えた

い」と考えていた無邪気な少年た

ちが、占領と戦争状態のなかで夢

破れ、銃をもって死んでしまう、

という厳しい現実が描かれていま

す (2005 年夏には日本語字幕つ

きで貸出しを始める予定です )。

　パレスチナ子どものキャンペー

ンでは、ジェニンでの「心のケア」

のプログラムの他に、ガザの「ア

トファルナろう学校」、レバノン

での補習クラスや幼稚園など、過

去 20 年近くにわたって子どもた

ちへの支援を続けていますが、子

どもたちが前向きに生きていける

ように、絶望ではなく希望を持て

るように支援することが最も必要

だと感じています。

　子どもたちが無事に成長し、夢

を実現できるために、私たちが出

来ることはまだまだたくさんある

のです。
■

Ti'innik 近くで。写真：Paul Jeffrey /ACT
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　2002 年 6 月からイスラエルが

建設を始めたパレスチナの「壁」と

はどんなものか。また、世界各地の

「壁」建設に反対する動きは何を意

味しているのであろうか。

●「壁」とは何か

　いま、建設中の「壁」とは、イス

ラエルが第一次中東戦争の停戦ライ

ンである「グリーン・ライン」から

ヨルダン川西岸地区の中に深く食い

込んで、パレスチナ人人口が多い土

地を取り囲むように建設している

「壁」のことである。「壁」の全長は

約 730km になる予定で、イスラ

エル側では「テロリスト」の侵入を

阻止するための「安全フェンス（Se-
curity Fence）」と呼んでいる。現在、

カルキリヤとトゥルカレム、東エル

サレムなどの町で建設された「壁」

は、高さ 8m（ベルリンの壁の 2

倍）のコンクリート製であり、「壁」

には、武器を備えた監視塔や 30 ～

100m の幅の「緩衝地帯」が設け

られている。「緩衝地帯」には、電

流の流れたフェンスや、塹壕、監視

カメラ、センサー、軍用道路などが

付設されている。他の場所の「壁」は、

3m の高さのフェンスであり、フェ

ンスには電流が流れ、その両側の「緩

衝地帯」には、有刺鉄線、軍事道路、

足跡を残すための砂地、塹壕、監視

カメラなどが設置されている。「壁」

の総工事費は、約 34 億ドルになる

予定で、1km 当たり約 470 万ドル

の計算になる。壁には通用門が設け

られているが、そこを通って農民が

自分の土地に行けるとは限らない。

逆にパレスチナ人は、しばしばそこ

で殴られたり、撃たれたり、屈辱的

な扱いを受けている。しかも、第一

段階の「壁」（全長 145km）には、

現在 23 の通用門しか設置されてい

ない。

　「壁」が完成すれば、西岸の 50%

の土地がイスラエルに併合され、パ

レスチナ人居住区は幾つもの分断さ

れた飛び地の「軍事閉鎖地区」にな

り、ヨルダン川西岸地区とガザ地区

に住むパレスチナ人は、歴史的パレ

スチナの内、たった 12% の土地に

押し込まれることになる。また、ヨ

ルダン川西岸地区に住むパレスチナ

人の約 16% は、「壁」の「外側」、

イスラエルに併合されることになる

土地に切り離され、そこに住む人々

は、土地の収用や移動制限などによ

り生活が成り立たなくなり、土地か

ら立ち退かざるを得ない状況になる

だろう。特に 20 万人を超す東エル

サレム住民は、ヨル

ダン川西岸の他の地

域から完全に隔離さ

れることになる。ヨ

ルダン川西岸のユダ

ヤ人入植者の 98%

は、イスラエル側に

事実上併合されるこ

とになる地域に編入

さ れ る と 予 想 さ れ

る。「壁」とはその

ようなものである。

●「壁」建設で何が起きてい

るのか、これから起きるのか

　「壁」の建設によって、まず、パ

レスチナ人が土地から切り離される

ことがあげられる。第一段階の「壁」

の建設によって、1 万 2000 人が

住む 16 の村がイスラエルに事実上

併合され、約 50 の村が自分達の農

地から隔離されている。また、36

の井戸が没収され、他に少なくとも

14 の井戸が壁の「緩衝地帯」にあ

り破壊される恐れがある。10 万本

以上のオリーブの木などの果樹が引

き倒され、15 平方 km の土地が没

収され、最終的にはその 10 倍以上

の土地が没収されると予測される。

「壁」によって移動の自由が奪われ

たことで多くの住民が職を失ってい

る。トゥルカレム地方では、2000

年 18% だった失業率が、2003 年

春には、78% に跳ね上がっている。

「壁」は、パレスチナ人の生活基盤

を破壊し、多くの人が援助に頼って

生きらざるを得ない状況を生み出す

であろう。

●「壁」の建設反対の動き

　 こ の「 壁 」 の 建 設 に 関 し て、

2003 年 10 月 21 日、国連総会は

144 カ国が「壁」の建設の中止を

求める決議を採択したが、安全保障

理事会ではその決議はアメリカ合衆

国の拒否権発動によって否決され

た。

　2004 年 7 月 9 日、ハーグの国

際司法裁判所は「壁」の建設は違法

で中止すべきであると勧告してい

る。

　世界教会協議会は 2004 年 2 月

19 日、「壁」建設反対の声明を出

している。

包囲されたパレスチナ

西岸カルキリヤの町を囲むように作られた高さ 8m の「壁」。
Paul Jeffrey/Action by Churches Together(ACT)

Stop the Wall キャンペーン実行委員会

西間木公孝
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　「壁」反対の動きの内、幾つかを

あげてみよう。

PENGON (The Palestinian Environ-
mental NGO's Network)
http://www.stopthewall.org/

　このネットワークによってパレス

チナのいくつかの NGO 団体がネッ

トワークとして「反アパルトヘイト

ウォール・キャンペーン」を行って

いる。報告書の発行、情報の発信を

行い、世界の「壁」反対の運動と連

帯している。　

EAPPI (Ecumenical Accompaniment 
Programme in Palestine and Israel)
http://www.eappi.org/

　「パレスチナとイスラエルにおけ

るエキュメニカル同伴プログラム」。

世界教会協議会 (WCC) の「暴力を

克服する 10 年」の取り組みの一つ。

世界の諸教会・団体から派遣された

ボランティアが、エルサレム、ガザ、

ラマラ、ベイト・サホール、ナブル

スなどの地域で、チェックポイント

を越えて仕事に出る農夫に付き添っ

たり、強制土地収容のおそれのある

場所で座り込むなど、現場で「同伴」

し、そこで経験したり、話を聞いた

ことを広く世界に伝えることを通し

て、「壁」、人権侵害の問題を訴える。

STOP THE WALL 実行委員会

http://www.stopthewall.jp/

　パレスチナや中東の平和のため

に活動、協力している日本の NGO

等が、2003 年 PENGON の呼び

かけに応える形で結成した団体。

2003年と2004年の11月9日「ア

パルトヘイト・ウォールに反対する

国際デー」に「壁」建設反対の集会

を東京で行った。「壁」に関する情

報交換を NGO 間で行っている。

パレスチナの平和を考える会

http://palestine-forum.org/

　中東における公正な平和の実現

と、半世紀以上にわたって奪われ

てきたパレスチナ人の権利と尊厳

の回復を求める活動を行うことを

目的として、パレスチナ問題に関心

を持つ関西在住の市民・学生を中

心に 1999 年に結成された NGO。

2003 年 11 月、 大 阪 で「Peace 

for Palestine」とともに、「壁」建

設反対の集会を行った。「壁」に関

して、『パレスチナ農民が語る「隔

離壁」が奪ったもの - フェイズ・タ

ネブさん講演録 -』などのパンフレッ

トの出版もしている。

●「壁」を通して考えること

　「壁」の問題を考えるとき、「壁」

が意味することを考えさせられる。

「壁」は明らかにイスラエルによる

パレスチナの「占領」の事実をあら

わすものであり、人種差別の象徴で

あろう。イスラエルとパレスチナを

分離するという発想からは、互いの

「信頼醸成」なるものは生まれてこ

ないし、占領、そして差別からは、

決して平和は生み出されない。そし

て、「壁」の建設、完成によって多

くのパレスチナ人の生活が破壊され

ることを私たちは考えるべきであ

る。パレスチナ人は生きている。私

たちはこの事実から目を離してはい

けない。生きる権利を阻害する「壁」

は断じて許すことはできない。

　女優の黒柳徹子さんが 2003 年、

東京で行われた STOP THE WALL
キャンペーンの集会に寄せてくだ

さった言葉は、私たちにとっての

「壁」とは何であるのかを考えさせ

るのではないだろうか。

　「なぜ壁を作るのでしょう。子ど

もたちが希望をもって生きられるよ

うに、恐怖や憎しみ、敵意など、人

の心の中にある壁を取り除くことも

急務です。」　黒柳徹子

●参考文献

・STOP THE WALL in PALESTINE  
Facts, Testimonies, Analysis and 
Call to Action   PENGON 2003

・「パレスチナに建設中の隔離壁

Q&A」パレスチナ子どものキャン

ペーン 2003 年

・『パレスチナ農民が語る「隔離壁」

が奪ったもの - フェイズ・タネブさ

ん講演録 -』パレスチナの平和を考

える会 編　2005 年

・『現地ルポ パレスチナの声、イ

スラエルの声』土井敏邦 岩波書店 

2004 年

■

家の前に壁ができ、それを見つめる家族。畑に行くにも検問所を通らねばならない。
写真：大島俊一
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理解を広げるために

●シオニズム批判と反ユダヤ主義

　パレスチナ解放闘争では、「シオ

ニズムは、軍事主義的な領土拡張主

義であり、人種主義である。イスラ

エルが国家理念としてのシオニズム

を放棄しない限り、中東に平和は実

現しない」と主張されてきた。パレ

スチナの民衆と連帯する者たちは

「我々が批判するのはシオニズムで

あって、反ユダヤ／反セム主義の立

場をとっているのではない」と説明

してきた。(* 註 1)

　それに対してイスラエルは、「シ

オニズムとは 2000 年来の帰郷へ

の願いであり、イスラエル建国のビ

ジョンである。シオニズムを否定す

る者は、反ユダヤ／反セム主義者で

あり、イスラエルの正当性を突き崩

し、国際社会から締め出すことを目

的としている」と主張し、「反シオ

ニズムだが反ユダヤ主義ではないな

どというのはまやかしである」と批

判する。シオニストがよく引用する

のが、マーチン・ルーサー・キング・

ジュニア牧師の「反シオニズム主義

者の友人への手紙」(1967) である。

　「あなたは、ユダヤ人を憎んでいな

いと言います。ただ、シオニズムに

反対しているだけなのだ、と。真実よ、

高い山の頂から神の緑の地球に響き

渡れ！シオニズムを批判する者はユ

ダヤ人を否定しているのです。それ

が神の真実です。（中略）反シオニズ

ムとは何でしょう？それはユダヤ人

の根本的な権利の否定です。私たちが

アフリカの民のために主張し、世界

の他の全ての国々が自由に享受して

いる権利の否定なのです。友よ、そ

れはユダヤ人に対する差別です。彼

らがユダヤ人だからこそ受けている

差別なのです。つまるところ、反シ

オニズムとは反セム主義なのです。」

　筆者はジュネーブの世界 YMCA

同盟で働いていたとき、この「イス

ラエル／シオニズム批判は反ユダヤ

主義だ」という論理に基づくキャ

ンペーンを SWC などに張られて組

織が分解寸前まで追いつめられるの

を内部で経験をした。（瀬戸際で救っ

てくださったのが、東エルサレムＹＭ

ＣＡの理事長をされているリア主教で

あった。）

　「反ユダヤ主義」のレッテルを貼

られることの意味はなかなか日本

では想像しにくいが、欧米では致命

的なものである。それは社会的な抹

殺、財政的な圧迫、支援者・会員を

失うことを意味し、妥協することで

免れようとする者と立場を堅持しよ

うとする者の間の深刻な分断を意味

する。欧米諸国

においてパレス

チナ問題に関わ

ることは、他の

様々な国際問題

に関わることと

は意味が全く異

なる。中世・近

代における経済・

社会・国家の形

成過程において

作り出した、デ

シオニズムについて

リケートな未解決の差別問題、罪の

意識と向き合わなければならないか

らである。そのため、イスラエルの

人権侵害を批判するときには必ず対

のようにしてパレスチナの「自爆テ

ロ」を非難するというような、「中

立性」と「バランス」に配慮した政

治的言辞に終始することになる。ド

イツのヴァイツゼッカー元大統領の

有名な演説「荒野の 40 年」におけ

る中東への曖昧で無責任で小さな言

及を見よ！ (* 註 2)

　全く対照的なのが「南」の国々

におけるパレスチナ問題の受け止

め方である。それを実感したのが、

2001 年に南アフリカ共和国ダーバ

ンで開かれた国連の第三回反人種

差別国際会議 (WCAR) においてで

あった。植民地支配と人種差別を経

験した「南」の人々は、パレスチナ

問題の本質を見抜き、それを口にす

ることを躊躇しない。「パレスチナ

に行ったことがあるが、我々が経

験したアパルトヘイトよりも酷い」

と、何人もの南アの人から証言を聞

いた。今日、国家レベルではパレス

チナと第三世界の国々の連帯は弱く

なっているが、民衆レベルでは失わ

れていない。

　会議が終わってジュネーブに帰

ると待っていたのが、「WCAR は

反ユダヤ主義者にハイジャックさ

れた」とするキャンペーンであっ

た。WCAR では移住労働者差別や

日本の部落差別など広範に渡る諸問

題が議論されたにも関わらず、その

キャンペーンによって NGO 会議の

成果が記された文書は丸ごと葬りさ

られたような形になってしまった。

WCAR が反ユダヤ主義の声であふ

れかえっていたというが、その声と

は NGO 会議に参加した「南」の人々

羊飼いの少年。Jayyous 近くで。写真：Paul Jeffrey /ACT

日本キリスト教協議会 幹事

真野玄範
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のシオニズム批判のことであり、国

家間会議では前二回の反人種差別国

際会議から大きく後退してイスラエ

ルの人権侵害について取り上げない

結果だったのである (* 註 3)。

　このシオニズム批判＝反ユダヤ／

反セム主義だという強弁と、それに

よるイスラエル批判封じは、その主

張の明らかな破綻にも関わらず、ほ

とんどが欧米人によって構成されて

いる国際の場では通ってしまうので

ある。その後も、「反ユダヤ主義者

によってハイジャックされた」とい

うシオニストのキャンペーンは、世

界社会フォーラムなど、様々な国際

●シオニズムは西欧近代的な

政治運動であること

　では、そもそもシオニズムとは何

なのか。その基本的性格はどんなも

のなのか。

　一般にシオニズムとは根拠を旧約

聖書におくユダヤ教の宗教的運動で

あるかのように思われている。シオ

ンの丘（エルサレム）に国家を再建

することはディアスポラ ( 離散 ) 以

来の苦難を嘗めてきたユダヤ教徒の

悲願であり、イスラエルはその成就

である、イスラエル人はそのように

理解していると思われている。しか

しこれは、当のユダヤ人の歴史を無

視した誤った観念に過ぎない。

　近代シオニズム運動の父と呼ばれ

るテオドール・ヘルツェルはユダヤ

教にもユダヤの文化的独自性にも関

心がなく、むしろそれらを積極的に

否定する同化主義者だった。彼は国

家建設の地としてキプロス島、ウガ

ンダなどを検討した。

　イスラエル建国にいたるシオニズ

ム運動は、ヨーロッパにおけるユダ

ヤ人迫害を受けて始まった。重商

主義による資本経済発展と啓蒙主義

の広まりの中でユダヤ人の個人・市

民としての解放は進んでいたが、一

方で国民の同質性を原理とする近代

「国民国家」形成が進み、国民＝「単

一の民族」とするナショナリズムが

高まって、1870 年代後半頃から、

完全に同化されえない「民族」集団

として、さらには特異な「人種」集

団としてユダヤ人が迫害されるよう

になった（「ユダヤ人問題」）。そこで、

アイデンティティを守るため、ある

いは生き残るための方法論として、

ユダヤ人の間でシオニズムが議論さ

れ始めた。

　ロシアや東欧では、1881 年以降

に頻発したポグロム ( 集団虐殺 ) や

反ユダヤ立法の動きの中で、信仰の

崩壊を防いでユダヤ教徒の一致を守

ることを目的とした「精神的シオニ

ズム」が生まれた。彼らはパレスチ

ナの植民地化を要求したが、国家建

※註 1：「反ユダヤ主義 (anti-Jewish)」は

宗教的文化的集団としてのユダヤ人に対

するものであるのに対して、「反セム主義

(anti-Semitism)」は「人種」的集団とし

てのユダヤ人に対するものである。

※註 2：「中東情勢についての判断を下す

際には、ドイツ人がユダヤ人同胞にもたら

した運命がイスラエルの建国の引き金に

なったこと、その際の諸条件が今日なおこ

の地域の人々の重荷となり、人々を危険に

曝しているのだ、ということを考えて頂き

たい。」(「荒野の 40 年」1985)

　なお、ドイツは、1963 年にはイスラエ

ルとの国交樹立のために秘密軍事援助を行

い、湾岸戦争の時には英米の戦費を負担し

ただけでなく、紛争地帯への武器供給を禁

止してきた国是を崩してイスラエルに大量

の武器供与を行った。

＊註 3：武者小路公秀さんも WCAR につ

いて以下のように報告されている。

 「私の感じでは、ダーバンの会議でイス

ラエルのパレスチナに対する人種主義的な

弾圧が全く取り上げてもらえなかったこと

が、イスラム社会、アラブ社会にかなり広

がったのではないか、という気がしていま

す。（中略）植民地支配と奴隷制の被害者

に対し会議で謝罪が行われたということ

は、私はかなり重要なことだったと思いま

す。しかし、それだけにイスラエルがパレ

スチナ民族に対して人種主義的な殺戮を含

む弾圧をしていることは客観的に見て明ら

かなのに、EU がイスラエルに批判がまし

いことが言えないという悲しい制限の問題

がありました。いわんや、米国に至っては

話し合いさえも途中で辞めてしまう。ダー

バンの会議が“パレスチナ人にハイジャッ

クされた”と言って撤退した。これは最も

乱暴な、ダーバンに対する責任回避の行動

だったと思います。」

＊註 4：様々な人が証言している。

- 「世界社会フォーラムにおける反ユ

ダ ヤ 主 義 っ て？」（ セ シ リ ー・ ス ラ ス

キー、2004 年 2 月 19 日、ナブルス通信

2005.2.1 号）

　「イスラエルのパレスチナ占領が生み出

す胸の張り裂けるような現実を言及するだ

けで、イスラエルを地球上から抹殺するた

めの陰険な計画があり、ユダヤ人の中には

それに加担するものもいる、その証拠だと

いうことになってしまいます。さらに、た

だ原因を示すことも偏向を証明することに

なっています。」

（セシリー・スラスキーは「平和を目指す

ユダヤ人の声」スタッフ）

-「反ユダヤ主義ついての決議採択を国連

に迫る世界ユダヤ人会議のキャンペーンを

分析する」（ローラ・リアンダ 2005 年 1

月 25 日、ナブルス通信 2005.3.6 号）

　「目新しいのはキャンペーンの熾烈さと

それが広範囲にわたっていることで、中傷

の対象は政治問題を取り扱う機関にとどま

らず、経済や社会、人道主義や法律を扱う

機関まで広がっている。偏向の罵倒は国連

開発計画や人道活動部にも向けられてい

る。（…）もうひとつ目新しいのは、国連

の原則をあえて堅持する国連の職員に対

する個人攻撃が激しくなっていることだ。

（…）これらの例が示すように反ユダヤ主

義に関する心配は宗教や民族的な不寛容の

問題から、イスラエル政府に対するどんな

批評も許さない、そして最終的には、イス

ラエル対パレスチナの紛争への国際的なア

プローチを治める基本原理をすら変えるこ

とを目論む全面的なキャンペーンに姿を変

えてしまった。」

（ローラ・リアンダは元国連職員。反アパ

ルトヘイト・センター、国連人権センター、

パレスチナ権利局で勤務。）

会議や国際機関をめぐってエスカ

レートし続けている (* 註 4)。

　ホロコーストの体験を伝えなが

ら、一方でそのようなイスラエル

擁護のキャンペーンに励むユダヤ

系「人権」団体の活動を目にするた

びに、アウシュヴィッツの証言者プ

リモ・レーヴィのことを思う。彼は

1987 年自宅マンションのエレベー

ターホールに投身自殺した。イスラ

エルが過去から何も学ばず、パレス

チナ人の殺戮、抑圧を続けることに

絶望し、ホロコーストの体験者とし

て伝承することに限界を感じて自殺

したのである。
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理解を広げるために

設は神への冒涜であるとして反対し

た。また、2、3 の入植地に移住し

て離散ユダヤ民族のルネサンスを生

む拠点作りを訴える「文化的シオニ

ズム」も生まれた。彼らはパレスチ

ナの植民地化、国家建設に反対し、

アラブ人との共存を考えていた。

　西欧では、フランスで起きたドレ

ヒュス事件 (1894-1906) が「政治

的シオニズム」を生んだ。記者とし

て事件を取材したウィーン市民テオ

ドール・ヘルツェルは同化主義の限

界を見て、『ユダヤ人国家』を著し、

ユダヤ「民族 (Nation、国民 )」国

家の建設を外交交渉による認可獲得

によって実現しようとする政治的シ

オニズムを起こした。（ここで言う民

族とは西欧近代の政治概念であって、聖書

で使われる「民族」との種差に留意すべき

である。）彼の考えは新しいものでは

なかったが、国家建設に向けた提言

が具体的であり、出版から一年半後

の 1897 年 8 月には第一回シオニ

スト会議開催を実現した。この会議

でヘルツェルを議長とする「シオニ

スト機構 ( 後に“世界シオニスト機

構”と改称 )」が設立され、以後の

運動の中心を担うこととなった。東

欧の精神的シオニストとの間では建

設の地をめぐる対立が続いたが、ヘ

ルツェルの突然の死 (1904) で運動

は分解を免れ、精神的シオニストの

主張が通って建国の地はパレスチナ

に求められることになった。

　東欧のシオニズムは、メシア到来

運動の挫折を経て、ベングリオンな

どの社会主義シオニストが主導する

「実践的シオニズム」が主流となっ

た。移民や入植地開拓・防衛のため

に非合法手段も辞さず、既成事実を

積むことによる国作りを進め、パレ

スチナを委任統治していたイギリス

への圧力をかけていった。そのため

の組織が、1920 年にベングリオン

らによって設立されたヒスタドルー

ト（ユダヤ労働総同盟）とハガナ（ユ

ダヤ防衛組織）である。労働総同盟

は、単なる組合ではなく、入植地建

設の諸事業を行う企業体であり、建

国前に政府のような役割を果たし

た。これに由来するシオニズムが後

にイスラエルで主流の潮流となる。

ハガナは後にイスラエル国軍の中核

となった。一方で、ベングリオンら

の社会主義的理想の建前と現実の矛

盾をつき、民族主義～大イスラエル

主義を強硬に主張してテロリズムを

必要悪として積極的に用いる「シオ

ニスト修正派」や、「イルグン」「シュ

テルン」などの組織も生まれていっ

た。

　実践的シオニズムと政治的シオニ

ズムは 1907 年に統合されて「総

合的シオニズム」となった。総合的

シオニズムを主唱したハイム・ワイ

ツマンは、第一次世界大戦でのイギ

リスへの協力と引き替えに「バル

フォア宣言」(1917) を引き出し、

1935 年にユダヤ機関の委員長を継

いだベングリオンと共に、庇護者を

英国から米国に移しながら、国連に

よる分割案 (1947) を引き出して、

イスラエル建国 (1948) を果たし

た。

　ところで、第二次世界大戦とショ

アー（ホロコースト）を経るまでは、

大多数の正統派ユダヤ教徒、改革派

ユダヤ教徒はシオニズムを否定して

いた。世俗的なユダヤ人にも関心を

持たれなかった。反ユダヤ主義の圧

力を感じながらも、大半のユダヤ人

には見も知らぬ「荒野」に移民する

ことは考えられず、それぞれが住む

国の国民として生きようとしていた

のである。シオニストにとってその

ような同化主義は運動の重大な障壁

であった。そのため、しばしば反ユ

ダヤ主義者と結ぶことにもなった。

テ オ ド ー ル・ ヘ ル

ツェルは、ロシアか

らユダヤ人問題を除

くと約束し、ユダヤ

排斥主義者の助けを

借りようとした。第

二次世界大戦前夜、

シオニストの地下組

織イルグンは、ポー

ランドのユダヤ排斥

主義者の庇護の元で

軍事訓練基地を設け

ていた。そして世界シオニスト機構

はナチス・ドイツと「ハーヴェラ協

定」(1933) を結んで、世界のユダ

ヤ人の大多数の反対にもかかわら

ず、第二次世界大戦末期まで公然と

協力関係を持っていた ( ＊註 5)。今日、

「ユダヤ人はキリスト教に改宗する

か、ハルマゲドンで殺されるしかな

い」と信じるキリスト教シオニスト

とイスラエルが親密な協力関係を結

んでいるのは、決して不思議ではな

いのである。反ユダヤ主義とシオニ

ズムは、民族分離主義において利害

が一致しているからである。

　以上の素描で確認したいのは、宗

教的運動でなく、分離主義的で国家

主義的な民族主義や社会主義の政治

運動としてのシオニズムが、欧米列

強の覇権主義に乗ることで、イスラ

エルを建国したという事実である。

　「シオニズムとは自分の土地に

帰って住みたいというユダヤの民の

夢、理想以外の何ものでもない」( 前

出の手紙 ) というキング牧師の認識

は、シオニズム運動の初期であれば

必ずしも誤りとは言えなかったかも

しれない。そのような素朴な「夢、

理想」をもって運動に参加していた

人々もいたことだろう。アハド・ハ

アム、マルチン・ブーバーなどの、

人間主義的な思想家もいた。米国で

徹底したシオニズム批判を続けてい

るノーム・チョムスキー（ユダヤ系

アメリカ人）も 10 代の頃はシオニ

ストであったという。しかし、現実

に展開したシオニズムは、政治運動

として、様々な差異を持ったシオニ

ズムを呑み込みつつ、自ら帝国主義

アーモンドの殻を剥く。西岸の小さな村 Aboud で。写真：Paul Jeffrey /ACT
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理解を広げるために

の尖兵となることで西欧諸国、資本

家の支持を取り付け、実現していっ

た。テオドール・ヘルツェルは、武

力でアドリア海を制圧した植民地主

義国家、7 世紀末のベネチア共和国

の建国史がモデルだと日記に記し

ている（ベネチアこそは後にヨーロッパ

で最初のゲットーを作ったのだが！）。そ

して『ユダヤ人国家』では、「そこ

（パレスチナ）において我々は、アジ

アに対峙するヨーロッパの壁となる

のだ。野蛮に対峙する文明の前哨基

地として奉仕するのだ」と書いてい

る。キング牧師の認識にあったもの

とは根本的に異質な思想であること

は明らかであろう。それは現代にお

いて、米国がアジア諸国で展開して

いる「対テロ戦争」にまで続く西欧

帝国主義と同質の思想なのである。

　なお、冒頭に述べたようなシオニ

ズムの観念を広めている宗教的シオ

ニズム～政治と宗教を不可分に捉え

る原理主義は、第二次世界大戦とイ

スラエル建国を経て初めて広まりは

じめ、1967 年の六日戦争を転機と

してシャロンに代表されるような軍

事主義的 ( 世俗的 ) シオニズムと結

びつくことで初めて影響力を持ち始

めた潮流である（ガッシュ・エミュ

ニム (Gush Emunim) を中心とす

る）。米国でキリスト教シオニズム

が急速に広まりはじめ、イスラエル

との同盟関係が結ばれたのも、六日

戦争を転機とした。( ＊註 6)

　今日のイスラエル政府のシオニズ

ムとは、反アラブ・領土拡張主義・

強 硬 路 線

の 政 治 的

立 場 を 意

味 す る も

の と な っ

て い る。

例 え ば、

婚 姻 法、

移 民 法、

土 地 法 な

ど に よ っ

て、 職 業

において、

非 ユ ダ ヤ

系イスラエル市民に対して過酷な差

別を強いていること、財産を没収す

るシステムを持っていること。占領

を続けるパレスチナ自治区で、パレ

スチナ人居住地域を入植者専用道路

や「壁」で囲み、ゲットー化し、そ

の出入りを一方的にコントロールし

ていること。ある地域を軍事地帯だ

と宣言して住民を全て追い出し、そ

の後安全地区を宣言して入植地を作

るといったことを繰り返してきたこ

と。…こうした「人種・宗教・生まれ」

（イスラエル政府とユダヤ民族基金

の間の契約に書かれている文句）に

よって差別し、軍事的手段に訴えて

強制する具体的な諸施策が体現して

いる国家理念が、パレスチナ解放闘

争において批判されているシオニズ

ムなのである。

西岸の村 Aboud のギリシア正教会の信徒　写真：Paul Jeffrey /ACT

＊註 5： 「ユダヤ人を、シオニストと同

化主義者の集団の２つのカテゴリーに分け

るべきである。シオニストは率直に人種主

義の信念を表明し、パレスチナへの移民に

よる独自のユダヤ人国家建設計画を推進し

ている。…われわれの正しい願望と、優れ

た公式命令には、彼らと共通するものがあ

る。」（ナチス・SS 保安部長ラインハルト・

ハイドリヒ、1935）

＊註 6：宗教的シオニズム ( 原理主義 ) に

ついて参照した文献

- "The Militarist and Messianic Ideoogies", 
2004, Neve Gordon (Ben Gurion Univ.)

- "A Historical Look at Religious Zionism", 
1995, Dan Michman (Bar-Ilan Univ.)

- "The impact of Christian Zionism on the 
Arab-Israeli conflict", 2005, Norton Mezvin-
sky (Central Connecticut State Univ.)

●シオニズムはユダヤ思想に

由来せず、帝国主義から発想

されたこと

　シオニズムがユダヤ民衆の参加す

る運動として展開し始めたのは 19

世紀末以降のことだが、シオニズム

自体はそれに先だって非ユダヤ人に

よって用意されていたことを最後に

押さえておきたい。

　シオニズムはユダヤ思想に由来す

るものではない。シオニズムは、宗

教的には神への冒涜・異端として

［正統派ユダヤ教］、またユダヤ教と

は異質な世俗主義であるとして（ユ

ダヤ人とは「民族」ではなく宗教集団であ

るから、国家を作るというプロジェクトは

ナンセンスである）［改革派ユダヤ教］、

政治的にはフランス革命とナポレオ

ン戦争によって進んでいた法的な解

放を脅かし、同化の努力を台無しに

して反ユダヤ主義を誘発する危険思

想として、長い間ユダヤ人には受け

入れられることがなかった。

　今日、シオニズムの起源は、シオ

ニストによって神話化され、非ユダ

ヤ起源であることが忘却の彼方に押

しやられている。一般にシオニズム

はテオドール・ヘルツェルの『ユダ

ヤ人国家』(1896) をもって創始さ

れたとされ、あるいはモーゼス・ヘ

スの『ローマとエルサレム』(1860)

やレオン・ピンスカーの『自力解放』

(1862) が端緒であるとされている。

最も遡っても、スファルディームの

イェフダー・アルカライ（Yehuda 

Alkalay, 1843）が先駆者として挙

げられる程度である。

　しかし、これらはいずれもシオニ

ズムのユダヤ化を画したものであっ

て、シオニズム自体は、西欧諸国で

「東方問題」と「ユダヤ人問題」を

解決する政策論として、プロテスタ

ンティズムから生まれた一つの思潮

～キリスト教シオニズムと表裏一体

となって、形成されたものだった。

　「ユダヤ人問題」については前節

で述べた。「東方問題」とは崩壊し

つつあったオットーマン帝国と立ち

現れつつあったアラブ世界の、西欧
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理解を広げるために

列強による獲得競争のことである。

　イギリスにとってはオットーマン

帝国は、最重要な植民地であるイン

ドと連携するための生命線であり、

また資本と技術を投入して植民地化

すれば富をもたらすはずの地であっ

た。逆に、ロシア、フランスにとっ

ては、イギリスの覇権を破って自ら

の帝国を拡張する上で、オットーマ

ン帝国を崩し、支配することが鍵で

あった。ここにおいて、パレスチナ

は、オットーマン帝国とアラブ世界

の中心にあったために、重大な政治

的な意味を持ち始めた。そこで、パ

レスチナに、尖兵として、楔として、

ユダヤ人国家を作ることが発想され

たのである。それは同時に、ヨー

ロッパのユダヤ財閥の富と世界的商

業ネットワークを握るための画策と

もなった。

　まず実践に移したのはフランスで

あった。ナポレオンはエジプト・パ

レスチナの遠征を行い (1798-99)、

「エルサレムを、フランスによる保

証と保護と共に、正統なる継承者で

あるあなた方に与えよう」(1799)

という宣言を用意した（＊註 7）。そし

てヨーロッパ中からユダヤ人代表者

を集めて「大サンヘドリン」（古代

ユダヤ人議会の名称）の名のもとに会

議を開かせ (1807)、法的解放、ユ

ダヤ国家建設と引き替えに、対ロ

シアの戦争、対イギリスの貿易拒否

に協力させようとしたのである。し

かし、法的解放は歓迎されたが、パ

レスチナにユダヤ国家を作る提案は

拒否された。それどころか、「ユダ

ヤ教徒はもはや " 民族体 (corporate 
nation)" を構成するものではない」

と宣言されてしまったのである。し

かし、ナポレオンが招集した大サン

ヘドリンは、レオン・ピンスカーの

ユダヤ民族会議、ユダヤ民族機関の

アイディア (1882) に始まり、現在

の世界ユダヤ人会議、世界シオニス

ト機構などに至る国際的ユダヤ人組

織の先駆を為すものとなった。

　このフランスのシオニズムの流れ

は、その後も、特にナポレオン三世

(1848-70) の下で継続した。ナポ

レオン三世の私設秘書であったカト

リックのアーネスト・ラーランヌは

『東方についての新しい問題：ユダ

ヤ国家の再建』というアピールを発

表した (1860)。これに影響を受け

てモーゼス・ヘスは『ローマとエル

サレム』(1862) を書いたのだった。

ヘスは「インドと中国に続く道がフ

ランスの大義に忠実な民（ユダヤ人）

によって植民されることは、フラン

スの利益になることである」と、フ

ランス植民地主義に忠実であるよう

ユダヤ人に呼びかけたのである。

　イギリスはナポレオンの発想と失

敗に学んで、より手の込んだ構想を

立て、実行に移した。パレスチナへ

のユダヤ人入植に重点をおき、その

ためのユダヤ人「帰郷」の合意を、

トルコのサルタンから (1838)、プ

ロテスタント諸国から (1840)、取

り付ける努力を払い、またオットー

マン帝国の正教徒に庇護を与えるロ

シア、カトリックに庇護を与えるフ

ランスに対抗して、（プロテスタン

トはいないので）ユダヤ人に庇護を

与え、そのためにエルサレムに副

領事を置き (1838)、イギリス国教

会（聖公会）の主教が送り込まれた

(1841)。

　しかし、イギリスのユダヤ人もシ

オニズムを支持しなかった。イギリ

スの駐シリア領事チャールズ・ヘン

リー・チャーチルは、ユダヤ人自身

がシオニズムのイニシアティブを

とることが必須であるとしてロン

ドン・ユダヤ人評議会に呼びかけた

が (1841)、支援はするが、旗振り

役にはならないと拒否されたのであ

る。

　帝国の政策としてのシオニズムが

ユダヤ人に受け入れられないのを

見て、シャフツベリー伯爵が 1809

年に設立した「ユダヤ人の間にキリ

スト教を広める会」は、ロシアや東

欧のユダヤ人に注目し、シオニズム

のユダヤ化、ユダヤ人のシオニスト

化に着手する。この会の働きによっ

て、1841 年、改宗ユダヤ人であっ

たマイケル・ソロモン・アレキサン

ダー主教がエルサレムに派遣されて

いる。シャフツベリー伯爵は、全て

のユダヤ人がパレスチナに移住し、

ユダヤ国家が再建されることが神の

計画であり、それがキリスト再臨の

条件となると考える、キリスト教シ

オニストであった。彼はユダヤ人の

同化（イギリス国民化）に強く反対

し、シオニズムは植民地化の最も安

上がりで早い方法論だと主張して、

縁戚関係にあった外相パマーストン

卿を動かし、一連の中東政策の実現

に大きな影響を揮った。ここで、シ

オニズムは、宗教的願望と現実の政

治が不可分に結びついたイデオロ

ギーになり始めたのである。

　チャーチルの失敗の後に任命され

たのが、南オーストラリアで植民地

統治の経験を積んだジョージ・ゴー

ラーであった。イギリスはアイルラ

ンドの小作農、ウェールズの鉱山労

働者、イングランドの農夫などを大

量にオーストラリアに送りながら、

一方で東欧の貧しいユダヤ人をイギ

リスに移住させた。パレスチナに入

植させるためである。この中からシ

オニズム修正派の指導者ウラジミー

ル・ヤボチンスキーが生まれている。

前節で述べた実践的シオニズムによ

る東欧からのパレスチナ移民も、資

金はイギリスのユダヤ財閥ロスチャ

イルド家が出していたのである。

　ゴーラーは植民地化成功の鍵とし

て入植者の意志への配慮が重要であ

るとし、ユダヤ人を罵りながらパレ

スチナへの入植を強制することはで

きないと強調した。また「パレスチ

ナはその九割は人の住まない土地で

あり、文明化された入植者を待って

いる！」と宣伝し、「パレスチナと

東方世界をユダヤ人によって文明化

する計画」を細部に渡って練って実

行したのだった。イギリスの非ユダ

ヤ人作家のジョージ・エリオットは

『ダニエル・デロンダ』(1876) で、

それまでのユダヤ人のイメージを

覆し、現実には未だ存在しない英雄

的なユダヤ人愛国者＝シオニストの

姿を描き出した。「いにしえのごと

く、壮大で質実かつ公正なユダヤ新

国家、東洋の専制主義の只中で、古
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理解を広げるために

●共にあることによって

　「パレスチナ・イスラエルにおけるエキュメニカル同伴プログラム（EAPPI: Ecumenical Accom-
paniment Programme in Palestine and Israel）」は、世界教会協議会 (WCC) のイニシアティブで

2002 年 8 月に始まりました。“エキュメニカル同伴者”(EAPPI の参加者 ) は、人権と国際人道法

の侵害に関して監視し、パレスチナ人キリスト教徒・イスラム教徒およびイスラエル人平和活動家

の非暴力抵抗運動を支援し、同伴することによって守り、また占領に反対して諸教会と共に国際社

会に提言活動を行います。以下のようなことを目標としています。

・占領の暴力を明るみに出すこと。

・市民に対する残忍な行為、屈辱を与える行為、暴力をやめさせること。

・より強固なグローバルなアドボカシーのためのネットワークを作ること。

・人権と国際人道法が守られるようにすること。

・参加者がそれぞれの出身国において、世論を動かし、パレスチナ占領をやめさせ、パレスチナの

国家を実現するため、中東に関する外交政策を変えていくこと。

・パレスチナ人とイスラエル人平和活動家に連帯を表し、パレスチナの人々と教会を力づけること。

・正義と平和を求める非暴力抵抗運動によって不法なパレスチナ占領をやめさせることが可能であ

ると実地に証していくこと。

●あなたも参加しませんか？

　これまでに 12 ヶ国、30 の教会から 23 歳～ 75 歳の 198 人が参加しました。2005 年 4 月末

の時点で 22 人が働いています。（カナダ、デンマーク、フランス、ドイツ、アイルランド、ニュー

ジーランド、ノルウェイ、南アフリカ、スウェーデン、スイス、イギリス、アメリカ合衆国）

　アジアの同胞として、アジアからの参加者が出ていないことはとても残念なことです。日本キリ

スト教協議会・国際関係委員会では、希望者がいれば派遣したいと考えています。参加の条件は、

最低 3 ヶ月間参加できること、25 歳以上であること（場合によっては 23 歳以上、他にグループ

での短期間の参加も応相談）で、面談の上で、決定いたします。費用は補助いたします。

非
暴
力
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抗
に
よ
っ
て
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終
止
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WCC-EAPPI

代ユダヤ社会のひたいに星のように

輝いていた平等さ、西欧の輝かしい

自由をも凌ぐ平等さによって、国民

が保護される共和国」を作る知恵を

“我々 ( ユダヤ人 )”は持っていると

謳い、大きな影響を与えた。

　前節で引用したテオドール・ヘル

ツェルの言葉はゴーラーやエリオッ

トの言葉の引き写しであることが分

かるだろう。ヘルツェルはイギリス

の帝国主義・キリスト教シオニスト

が用意した「フィクション」を、実

演しようとしたのであった。

　シャフツベリー伯爵に深く影響を

うけた人に、ウィリアム・ヘクラー

(1845-1931)、デイヴィッド・ロ

イド・ジョージ (1863-1945)、アー

サー・バルフォア (1848-1930) が

いる。ヘクラーは駐ウィーン英国大

使館付き聖公会司祭だったときにテ

オドール・ヘルツェルと知り合い、

ヘルツェルをイギリス政府関係者と

結びつけた。そして、第一次世界大

戦中、英国首相デイヴィッド・ロイ

ド・ジョージと、外相アーサー・バ

ルフォアが、「バルフォア宣言」に

よって、政治的シオニズムの後押し

をしたのであった。

■

＊ 註 7："Letter to the Jewish Nation 
from the French Commander-in-Chief 
Buonaparte" 1799、 ※ "Napoleon's 
Proclamation of a Jewish State" として知ら

れる。

＊註：参考文献

- "The Non-Jewish Origin of Zionism" 
Mohameden Ould-Mey(Indiana State 
Univ.), 2002, The Arab World Geographer 
5(1):34-52.) ※この節は主にこの論文を参

照してまとめた。

- "Bible and Sword: England and Palestine 
from the Bronze Age to Balfour"(Barbara 
Tuchman, 1984, Ballatine Books)

＊註：紙幅の都合で書けなかったが、プロ

テスタンティズムとキリスト教シオニズム

については、Ould-Mey の論文の他、以下

が参考になる。

- Frederic W. Bush の諸論文（"Christian 
Zionism" など）

- Stephen Sizer の諸論文 www.
christchurch-virginiawater.co.uk

写真：Paul Jeffrey /ACT
パレスチナの民家の破壊阻止のために、世界中か

ら集まった青年が泊まり込んでいるところ。その

後、2003 年 8 月 18 日に破壊された。
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■「パレスチナ問題」

『パレスチナから報告します』アミラ・ハス / くぼたのぞみ訳、筑摩書房　※イスラエルの新聞記者の書いた記事を集めたもの

『イスラーム誤認』板垣雄三、岩波書店

『パレスチナ（新版）』広河隆一、岩波新書　※定番

『パレスチナ』芝生瑞和、文春新書

『聖地エルサレム』平山健太郎、NHK 出版

『対テロ戦争とイスラム社会』板垣雄三編、岩波新書

『パレスチナの声、イスラエルの声』土井敏那、岩波書店

『写真記録「パレスチナ」』①②広河隆一、日本図書センター　※大部ですが、資料価値は高い

『パレスチナ人の歴史』D. ギルモア／北村文夫訳、新評論　※２０年前のものですが、歴史を知る上では重要

『揺れるユダヤ人国家』立山良司、文春新書

『パレスチナ「自爆テロの正義」』Q サカマキ、小学館文庫

『パレスチナ問題』エドワード・サイード / 杉田英明訳、みすず書房　※古典ですが、翻訳は最近。

『イスラエル兵役拒否者からの手紙』ペレツ・キドロン / 田中好子訳、NHK 出版、2003 年

『ヨルダン川西岸 アラブ人とユダヤ人』デイヴィッド・グロスマン / 千本健一郎訳、晶文社、1992 年

『ペンと剣』エドワード・サイード / 中野真紀子訳、クレイン、1998 年

『蘇るパレスチナ』藤田進、東京大学出版会、1989 年

『インティファーダ・石の革命』パレスチナ蜂起統一民族指導部編 / 同書刊行委員会訳、第三書館、1993 年

『「和平合意」とパレスチナ』土井敏邦、朝日新聞社、1995 年

■「ユダヤ人問題」

『見えざるユダヤ人』臼杵陽、平凡社、1998 年

『ユダヤ人はなぜ殺されたか』L.S. ダビドビッチ / 大谷訳、サイマル出版会

『ユダヤ人とは何か (I)』、広河隆一編、三友社出版

『ユダヤ人問題の史的展開』アブラム・レオン / 湯浅訳、柘植書房

『ユダヤ人問題とシオニズムの歴史』W. ラカー、第三書館

■イスラエルの中のアラブ人

『イスラエルに生きる人々』アモス・オズ / 千本健一郎訳、晶文社、1985 年

『リッダ アラブ人としてイスラエルに生きる』ファウジ・エル・アスマール / 城川桂子訳、第三書館、1981 年

『イスラエルのなかのアラブ人』サブリ・ジュリス / 奈良本他訳、サイマル出版会

■パレスチナとキリスト教

『聖戦の歴史』K. アームストロング、柏書房

『アラブが見た十字軍』A. マアルーフ / 牟田口他訳、リブロポート

『パレスチナとキリスト教 '90』日本キリスト教団社会委員会編

『パレスチナとキリスト教 '92』日本キリスト教団社会委員会編

『中東キリスト教史』中東教会協議会編、日本基督教団出版

『私はパレスチナ人クリスチャン』ミトリ・ラヘブ / 山森訳、日本基督教団出版局

『アラブ人でもなくイスラエル人でもなく』R. アサール / 輿石訳、聖公会出版

参考文献

理解を広げるために
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代表：村山盛忠　藤田進

連 絡 先： 東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田

2-3-18 日本キリスト教団社会委員気付

Tel.03-3202-0544, Fax.03-3207-3918

http://www.geocities.jp/hpyuko/

アハリー・アラブ病院への支援金送り先：

郵便振替 口座番号 00150-7-601525 

名義 アハリー・アラブ病院を支援する会

活動の沿革・概要：　アハリー・

アラブ病院は 1882 年、教会宣教

師協会によって、ガザ市の中心に

建てられ、1982 年に、エルサレ

ム管区の奉仕事業の拠点となりま

した。第１次インティファーダの

間には、コミュニティと協力して

ガザでパレスチナ人によって運営

された唯一の非イスラエル系病院

でした。これは、聖公会の宣教の

例証であり、日常生活におけるコ

ミュニティへの関心の目に見える

かたちでの表明です。ガザ地区の

140 万人の住人のうちキリスト

教徒は 2,500 人以下ですが、ア

■アハリー・アラブ病院を支える会

ハリー病院はガザのすべての人に

最も質の高いヘルスケアを提供し

ているとして尊敬を受けていま

す。その活動の相当な部分は慈善

事業で、住民の 60％以上が難民

キャンプに暮らすコミュニティに

あって、最も貧しい人々に仕えて

います。内科・外科全般のケアの

提供および、病気や障害の予防に

関し、難民を含めて、人種、ジェ

ンダー、民族や政治的関係にかか

わらず、ガザ地区すべての人々に

とって大きな役割を果たしていま

す。

　近年、アハリー病院は、とりわ

けパレスチナ - イスラエル間抗争

にまつわる危機の時期に、人々の

求めに応じてきました。救急プロ

グラムを通じて、危機の犠牲者た

ちに、医療的処置を提供し続けて

います。傷の手当てをし、けが人

を医療機関に運ぶために、救急

チームは激しい爆撃を受けている

所にも向かいます。生活の基礎

的な必需品すら十分でない女性や

子ども、高齢者などの弱者向けの

サービスも行っています。病院は、

それらがもっとも必要とされる地

域に、コミュニティ出張クリニッ

クを組織する事業にも携わってい

ます。いかなる形でも健康に関す

るサービスを受けられない村や

人々に、基本的なケアや在宅ケア

を提供するためです。

　私たちは、「湾岸戦争」後の緊

急の取り組みとしてアハリー・ア

ラブ病院への支援募金を始めてき

ました。この支援活動を通じて、

日本の民衆とパレスチナ人との直

接的な連帯のパイプ作りをはかり

たいと考え、同病院から送られて

くる報告を手がかりに被占領地パ

レスチナ人の様子を伝えるための

ニューズレターも不定期に発行し

ております。

代表者：茂田真澄

連絡先：〒 135-0024 東京都江

東区清澄 3-4-22

Tel.03-3820-5831, Fax.03-3820-5832

mika@ayus.org（担当：枝木美香）

パレスチナでのパートナー団体：

パレスチナ子どものキャンペーン

日本国際ボランティアセンター

活動の沿革・概要：　アーユス

は、仏教僧侶が宗派を超えて集ま

■特定非営利活動法人 アーユス仏教国際協力ネットワーク

り、1993 年に発足した国際協力

NGO です。

　私たち一人一人のいのちや生き

方が、世界の様々な事象や問題と

結びついているという縁起の法を

基本理念とし、平和と人権のため

の様々な活動に取り組んでいま

す。

　その中でもパレスチナ問題には

設立当初から深い関心を抱き、現

地で活動している NGO を支援

し連携をとることで、情報発信、

キャンペーン活動をおこなってい

ます。宗教戦争と捉えられがちな

パレスチナ問題ですが、実際は占

領や土地の搾取を含む人権侵害を

問うべきだと考えます。宗教が紛

争の理由に使われているのであれ

ば、尚更、宗教者のグループとし

て、パレスチナの現状と 根本原

因なのかをしっかり知る必要があ

ると認識しています。

2004年9月23日パレスチナ交流集会

参加団体の紹介
※ 協賛団体から出していただいた

アンケートをもとにしています。

交流集会参加団体
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交流集会参加団体

代表者：川上園子

連絡先：東京事務所 〒 101-0048 

千代田区神田司町 2-7 小笠原ビル７F

Tel.03-3518-6777, Fax.03-3518-6778

大阪事務所 〒 552-0021 大阪市港区

築港 2-8-24 piaNPO 509

Tel.06-4395-1313, Fax.06-4395-1314

活動の沿革・概要：　アムネスティ

とは英語で「恩赦」という意味。

1961 年の設立以来、世界人権宣

言で謳われている基本的な人権を

すべての人が享受できる世界をめ

ざし、国境を超えて声をあげ続け

■社団法人アムネスティ・インターナショナル日本

ている不偏不党の国際的な人権擁

護団体です。現在、150 以上の国・

地域に 150 万以上の会員を持ち、

国連など国際機関との協議資格を

持っています。

　アムネスティの調査と活動は、

拷問や死刑、思想･信条など表現

の自由への迫害、差別などを防ぎ

終止符を打つために行なわれてい

ます。その調査の正確さには定評

があり、多くの政府、メディア、

学者に参照されています。

 イスラエルおよびその占領地域

についても、イスラエル軍による

移動の制限や治療の妨害などの集

団的懲罰、民間人への違法な殺害、

無差別な家屋の破壊、分離壁な

どについて数多くの報告書を発表

し、一般市民の保護と公正な加害

者処罰をイスラエル政府と国際社

会に訴えています。

　現在、「ストップ！女性への暴

力」キャンペーンを国際的に行な

い、とりわけ紛争下における女性

への暴力の根絶を求めています。

　アムネスティ日本は 1970 年に

設立され、現在、約 120 のグルー

プと約 6000 人の会員がいます。

■日本キリスト教婦人矯風会

代表者：佐竹順子

連絡先：〒 169-0073 東京都新

宿区百人町 2-23-5

Tel.03-3361-0934, Fax.03-3368-7374

パレスチナでのパートナー団体：

イスラエルの外務省パレスチナ担当（日

本の外務省をとおして国連 NGO 婦人委

員会が受け入れている矯風会はこの委

員会に加盟している。）

活動の沿革・概要 :　1886 年 12

月、在京の 56 人のキリスト女性

によって発足。現存する女性団体

としては最も長い歴史をもつ。機

関紙を発行し、一夫一婦請願や、

からゆきさん引き上げ請願を毎年

つづけ、1894 年には引き上げに

備えて土地を購入し、慈愛寮の活

動を始めた。

　「福祉と運動は車の両輪」との

ことばのもと、支部では福祉活動

も起こり、公娼制度廃止、婦人参

政権運動など女性の基本的人権の

ためのたたかい、一方で未成年者

飲酒禁止、喫煙禁止の成立に努力。

戦前平和を唱えながら戦争を阻止

しえなかったことを反省し、戦後

は平和運動にも力を注ぐ。性・人

権部、平和部、酒・たばこの害防

止部を中心に国際協力部、信教の

自由部、法律部、青年部、児童・

教育部、宗教部、厚生部がある。

　また下記の女性のための 2 施設

を持ちこの種の働きとしては日本

での先駆けとなっている。

女性の家 HELP：緊急避難セン

ター、相談

矯風会ステップハウス：生活の建

て直し

代表者：司祭 神崎雄二

連絡先：105-0011 東京都港区芝公園

3-6-18 日本聖公会東京教区事務所気付 

サラームパレスチナ

Tel. 03-3433-0987

パレスチナでのパートナー団体：

エルサレム中東聖公会・エルサレム教区

活 動 の 沿 革・ 概 要：　 日 本 聖

公会東京教区主教と随行員が、

2004 年 2 月にエルサレム教区を

訪問したのを契機とし、交流と平

和への取り組みを継続するために

発足した。

　現在の活動は、毎月一度の例会

を持ち、パレスチナに関する学習、

情報のわかちあい、各地の学習会

■サラーム・パレスチナ

での発表・報告等を行っている。

　またパレスチナからの来訪者の

受け入れ実務を担当したり、今後、

各層の訪問団の準備、組織化を行

う予定。

　また、日本におけるパレスチナ

関係のエキュメニカル・ＮＧＯ活

動団体とも連帯し、共同行動を取

れるよう努力したい。
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交流集会参加団体

代表：針生一郎

連絡先：八鍬瑞子（日本）／

サーミア・ハラビー（アメリカ）

Yakuwa: miz@air.linkclub.or.jp /
Samia Halaby: halaby@verizon.net

パレスチナでのパートナー団体 :

パレスチナアーティストを含む国際組織

アルワーシティ・アート・センター

ハリール・サカーキーニー文化センター

他、企画による

活 動 の 沿 革・ 概 要：　「 占 領 に

反 対 す る 芸 術 家 た ち 」（Artists 
Against Occupation）は、2001

年 10 月、東京で開催された八鍬

瑞子の個展、「パレスチナ・パレ

スチナ」のカタログで、世界の芸

術家に呼びかけられ、設立された

国際組織である。第 1 回展として

開催された「パレスチナ・パレス

チナ」以来、この呼びかけに呼応

して、2002 年 8 月にカナダ、オ

ンタリオ州、ロンドンで第 2 回

展、2003 年 5 月にアメリカ、フィ

ラデルフィアで第 3 回展、同年 9

月にカナダ、モントリオールで第

4 回展、 2004 年 3 月、再び東

京で第 5 回展が開催され、イギリ

ス、ロンドン展、フランス、パリ

展が計画中である。

　1983 年、パリで第 1 回展が開

催され、その後世界を巡回した「ア

パルトヘイトに反対する芸術」展

をモデルとしている。

　目指されるべきはイスラエルに

よる占領の終結である。イスラエ

ルが国際法を遵守し、国連決議を

受け入れるなら、そしてイスラエ

ルに居住するパレスチナ人もま

た、イスラエル人としてユダヤ人

と同様の権利を有すると理解する

だけで、これは容易に解決される

問題なのだ。

■占領に反対する芸術家たち (AAO)

連絡先：〒 162-0814 東京都新

宿区新小川町 9-5

Tel.03-3235-5681, Fax.03-3235-5682

nskk-bookshop@company.email.ne.jp

活動の沿革・概要： 有限会社聖

公会出版は 1976 年の創立以来、

聖公会に連なる皆様をはじめと

し、教派を越えた多くの皆様に、

書籍、新聞を提供して参りました。

聖公会出版の中には、出版、新聞、

書店の 3 部門があります。

１）出版部門では、神学書、聖書

注解、霊性など幅広いジャンル

にわたるキリスト教書を出版し

ております。特記すべき事項は、

2004 年 5 月に、98 年より聖公

会エルサレム教区主教に就任され

たリア・アブ・エル＝アサール主

教の著書、「アラブ人でもなくイ

スラエル人でもなく――平和の架

け橋となったパレスチナ人牧師」

を輿石勇司祭の翻訳によって刊行

したことです。

２）新聞部門では、聖公会にとら

われず、広くキリスト教界の動向

をお知らせすべく情報収集を行

い、毎月 30000 万部の新聞を発

行し、購読者の皆様にお届けして

おります。３）書店部門では、祈

祷書、聖歌集をはじめとする多岐

にわたるジャンルの書籍を、聖職

者、信徒、神学生の皆様に、また

聖公会に連なる教会、学校、病院、

幼稚園などにお届けしておりま

す。

■聖公会出版

代表者：総幹事 山本俊正

連絡先：新宿区西早稲田

2-3-18-24 ( 担当 ) 真野玄範 , 

Tel.03-3203-0372 

E-mail: ncc-j@jca.apc.org
http://www.jca.apc.org/ncc-j/

パレスチナでのパートナー団体：

中東教会協議会、ACT International、
およびその現地メンバー教会・団体

活動の沿革・概要：　日本キリス

ト教協議会（ＮＣＣ）は、日本の

プロテスタント諸教会、団体が、

共に宣教・奉仕の課題を担うため

に作っている団体です。

　世界教会協議会（ＷＣＣ）のメ

ンバーとして、世界の諸教会とと

もに、「わかちあい募金」による

人道支援や教育援助、WCC のア

ドボカシー・プログラムへの参加

を通してパレスチナ／イスラエル

問題に取り組んでいます。国内で

は Stop the Wall キャンペーン実

行委員会メンバーとして活動して

います。またパレスチナ問題に関

わるエキュメニカルなフォーラム

を年に数度開催しています。

■日本キリスト教協議会 (NCC-J)
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交流集会参加団体

■日本ＹＭＣＡ同盟

代表者：総主事 山田公平

連絡先：〒 160-0003 東京都新

宿区本塩町 7

Tel.03-5367-6640, Fax.03-5367-6641

E-mail: info@ymcajapan.org

パレスチナでのパートナー団体：

ヨルダンＹＭＣＡ , パレスチナＹＷＣＡ

東エルサレムＹＭＣＡ

活動の沿革・概要：　アンマン市

内のパレスチナ難民青年のための

職業訓練センターの運営に対し、

ヨルダンＹＭＣＡは財政・物資・

人的支援を提供している。女性向

けには美容や刺繍、パソコンなど

の訓練もあり、託児施設もある。

2003 年からは新たに女性障害者

リハビリテーションセンター支援

協力を開始している。日本ＹＭＣ

Ａはこれらの支援活動の運営資金

を援助している。また、難民孤児

サマーキャンプも行われ、日本か

ら青年リーダーの派遣を行ってい

る。2004 年度は 3 名を派遣した。

　東エルサレムＹＭＣＡ本館は観

光客激減の為、2001 年 2 月に

収入源だったホテルを閉鎖に追い

込まれた。ベッツァホール旧会館

もイスラエル軍に砲撃され会館損

傷を受けた。東エルサレム本館

もジェリコの職業訓練センター

(VTC) も財政危機にあり、緊急

支援が必要である。ベッツァホー

ルには昨年 7 月にスポーツセン

ター新館がオープンし、青少年や

障害者が集っている。ジェリコの

VTC では現在男女 240 名の学生

が 2 年間の訓練中であり、学生達

は遠くジェニン、ナブルスなど北

部からも集まってきていて寄宿舎

で生活をしている。女子学生は、

電気機器修繕・コンピューターグ

ラフィック技能の習得、男子学生

は自動車整備・塗装・家具作り・

機械工技能等の習得により就業を

目指している。日本ＹＭＣＡは

2004 年度よりこれらの活動の運

営資金の援助を開始した。

■日本 YWCA

代表者：会長 青木恵子

連絡先：〒 102-0074 東京都千

代田区九段南 4 － 8 － 8 （国際部）

Tel.03-3264-0661, Fax.03-3264-0663

E-mail: office-japan@ywca.or.jp

パレスチナでのパートナー団体：

パレスチナＹＷＣＡ

東エルサレムＹＭＣＡ

活動の沿革・概要：　日本ＹＷＣ

Ａは 1991 年より、パレスチナ訪

問やパレスチナ問題の学習資料の

配布などの活動を始めた。94 年

から 98 年まで、国際ボランティ

ア貯金の助成金を受け、パレスチ

ナＹＷＣＡの合同プロジェクトを

行った。日本ＹＷＣＡは健康や栄

養の分野の専門家をパレスチナに

派遣し、エルサレムＹＷＣＡの職

業訓練学校に健康教育コースを設

置し、難民キャンプ内の女性の健

康指導、キャンプ内のＹＷＣＡの

保育所内での栄養指導などにあ

たった。さらに、2000 年にはパ

レスチナＹＷＣＡを支えるための

募金活動を開始した。また、日本

ＹＷＣＡ国際部ではパレスチナ

ＹＷＣＡ支援プロジェクトを立

ち上げ、パレスチナの現状を伝え

るため、ニュースレターの発行や

報告会の開催などを行っている。

2002 年、パレスチナＹＷＣＡと

東エルサレムＹＭＣＡの合同プロ

ジェクトである「オリーブの木

キャンペーン」が開始された。こ

れはイスラエルの占領により根こ

そぎにされたオリーブの木を再び

植えるという植樹キャンペーンで

ある。日本ＹＷＣＡ国際部でもこ

の「オリーブの木キャンペーン」

の広報と募金の呼びかけを行って

いる。

連絡先：〒 164-0001 東京都中野

区東中野 2-22-13 上の原住宅 E-1

Tel.03-5330-9679

E-mail: jpma@mx6.tlen.ne.jp

パレスチナでのパートナー団体：

パレスチナ赤三日月社

パレスチナ自治政府の保健省

国連難民救済機関

活動の沿革・概要：　JMPA は、

1986 年、市民有志から成る。中

東の和平を求めたグループを母

体としている。このグループは、

1982 年、イスラエルによるレバ

ノン侵攻に際する衝撃を受けて、

500 万円相当の復興援助額をベ

イルートの赤三日月社に送った。

　JMPA は、設立以来、医療機器、

医薬品、そして支援金をＰＲＣＳ

に送り続けて来た。

　オスロ合意以降の実績は、100

名以上のボランティア（医師、看

護士、リハビリ療法士など）を、

西岸、ガザ地区に送っている。

■日本パレスチナ医療協会 (JPMA)
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交流集会参加団体

■ハジャルナ

連絡先 : 事務局 ( 高田 )

E-mail: hajarnaoffice@yahoo.co.jp

パレスチナでのパートナー団体：

エルサレム・メディア・アンド・コミュ

ニケーション・センター

活動の沿革・概要 :　「ハジャル

ナ」は、イスラエルが占領地ヨル

ダン川西岸地区で施行している軍

令を翻訳することなどを目的とし

て 2002 年夏に発足したささや

かな研究会です。40 年ちかくに

およぶ占領支配の日常的な実態は

ニュース報道をみるだけではなか

なか知ることができないものです

が、法令をひとつひとつ読み解

き、意味内容を話し合っていくな

かで、徐々に理解することができ

ます。移動や商業活動の制限、水

資源の収奪など、経済、社会、文

化的な開発を阻害する諸条件が

1300 を超える軍令によって具体

的に示されているからです。

　原書は JMCC( エルサレム・メ

ディア・アンド・コミュニケー

シ ョ ン・ セ ン タ ー ) が 95 年 に

出版した軍令集の簡易編集版で、

1967 年 か ら 92 年 ま で の 期 間

に西岸地区で発令された軍令を

系統的に英語でよむことができ

ます (Israeli Military Orders in the 
occupied Palestinian West Bank: 
1967-1992)。いずれ何らかの形

にしたいのですが、当面は下記の

ウェッブサイトに翻訳を随時掲載

しています。

http://home.att.ne.jp/sun/RUR55/
Hajarna/Hajarna.htm
　翻訳作業と並行してパレスチナ

関連の映像作品も鑑賞し、自主上

映会も企画しています。これまで

に、「パレスチナ、パレスチナ」、

「パレスチナ 響きあう声～ EW サ

イードの提言から」などを上映し

ました。

■パレスチナ・オリーブ

代表者：皆川万葉

連絡先：仙台市青葉区土樋１丁目

4-28, Tel.&Fax. 022-222-3156

E-mail: p-olive@mue.biglobe.ne.jp
http://www5a.biglobe.ne.jp/~polive/

パレスチナでのパートナー団体：

ガリラヤのシンディアナ

ナーブルスの石けん工場

活動の沿革・概要：　1998 年よ

りイスラエル内のパレスチナ人非

営利農業団体「ガリラヤのシン

ディアナ」が生産するオリーブオ

イルとナーブルス（パレスチナ自

治区）で生産されたオリーブ石け

んをフェアトレードで日本に輸

入・販売しています。そして、生

産者やパレスチナの状況を通信、

ホームページ等でお知らせしてい

ます。

　草の根でつながり、パレスチナ

の人々を応援することが、平等な

社会、平和の実現をもたらすと考

えています。

■パレスチナの子供の里親運動  (JCCP)

代表者：事務局長　猪股直子

連絡先：169-0073 新宿区百人

町 2-21-22 小波荘 1-2-6

Tel&Fax. 03-3227-2706

E-mail: jccp@msc.biglobe.ne.jp
http://www5e.biglobe.ne.jp/~JCCP/

パレスチナでのパートナー団体：

社会福祉・訓練協会 ( ベイト・アトファル・

アッソムード ) ベイルート、レバノン

活動の沿革・概要：　1982 年イ

スラエルのレバノン侵攻下、ベイ

ルートのサブラとシャティーラの

パレスチナ難民キャンプで大虐殺

が起こった。1984 年９月、その

時の犠牲者の遺児 21 人の支援か

ら里親運動は始まった。以来、激

しいキャンプ戦争の時代を乗り越

え、延べ 1000 人を超える里子

たちを支援してきた。毎月一人当

たり 4500 円の支援金を送るほ

か、緊急援助、ベイトの活動セン

ター建設への資金協力、里子訪問

などを行った。内戦終了後、レバ

ノンは復興の時代に入ったが、パ

レスチナ難民を取り巻く状況は改

善されていない。今、レバノンの

パレスチナ難民の多くが貧困ライ

ン以下にあり、70 種類以上もの

職種から締め出される等、生活の

基盤も基本的な権利も奪われた彼

らは、先の見えない閉塞状況にあ

る。困難な状況を生きる里子たち

とこれからも手を携え、共に歩ん

で行きたいと願っている。現在、

里親は約 270 名。経済的援助だ

けでなく、里親と里子の人間的繋

がりを重視、手紙等の交換による

精神的支援も心がけている。機関

誌「マルハバ」の発行や HP、里

親の集い等による里親同士の交流

や情報の共有、またパレスチナ関

係 NGO との協力にも努めてい

る。運動創始者である広河隆一氏

が顧問。
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■パレスチナの平和を考える会

代表者：役重善洋

連絡先：大阪市住吉区山之内 5-1-18

Tel.090-9273-4316, Fax.06-6694-9134

E-mail ysige@hotmail.com
http://www.palestine-forum.org/

活動の沿革・概要：　当会は、中

東における公正な平和の実現と、

半世紀以上にわたって奪われてき

たパレスチナ人の権利と尊厳の回

復を求める活動を行うことを目的

として、パレスチナ問題に関心を

持つ関西在住の市民・学生を中心

に 1999 年に結成されたＮＧＯ

（非政府組織）です。月に１、２

回のミーティングを中心に、様々

な人がそれぞれのペースや興味・

関心にあわせて活動に関わってい

ますので、ご関心のある方はぜひ

一度ご連絡下さい。

■活動内容・講演会や学習会など

のイベントの企画

・パレスチナにおける人権侵害や

人種差別政策に対する抗議

・通信「ミフターフ」の発行

・ホームページの運営

・メーリングリスト「パレスチナ・

フォーラム」の運営

■賛助会員募集！ 当会では、私

たちの活動に賛同し、支援してく

ださる賛助会員を募集していま

す。ご入会して頂いた方には通信

『ミフターフ』の発送やイベント・

集会などのご案内をいたします。

ご協力よろしくお願い致します。

年会費：一口２０００円

入会方法：お名前、住所、電話番

号、メールアドレスをご記入の上、

下記の郵便振替口座にお振り込み

下さい。

郵便振替口座 ００９２０-３-９７１６１ 

パレスチナの平和を考える会

■特定非営利活動法人 パレスチナ子どものキャンペーン

代表者：代表理事 北林岳彦

連絡先：〒 171-0031 東京都豊島

区目白３- ４- ５ アビタ目白 304

Tel.03-3953-1393, Fax.03-3953-1394

E-mail: ccp@bd.mbn.or.jp
URL: http://www32.ocn.ne.jp/~ccp/

パレスチナでのパートナー団体：

Atfaluna Society for Deaf Children 
(Gaza) / Palestinian Center for 
Human R igh ts / Jen in Ear ly 
Ch i l dhood Cen te r / PNGO / 
Palestinian Agricultural Releif 
Committee / UNRWA  / Yesh Gvul 
/ Gush Shalom / Ta ayush / AIDA / 
Narional Institution of Social Care 
and Vocational Training (Lebanon)

活動の沿革・概要：

― 1986 年に活動を開始。1999

年特定非営利活動法人認証。

―子どもの保健、教育、人権に関

する支援を地元の NGO とともに

継続している。

・レバノン：子ども歯科、幼稚園、

補習クラス、子どもセンター、女

性の職業訓練

・ガザ：ろう学校

・ジェニン：母と子の心理ケアなど

2004 年 9 月 23 日交流集会・お弁当を
食べながらの交流と、各団体の活動紹介
の時間を持ちました。

交流集会参加団体

―パレスチナ理解を広める活動 :

国内での講演会、写真･絵画展、

ワークショップ、開発教育、貸出、

講師派遣など

―パレスチナの平和をめざす活

動：パレスチナの人権団体やイス

ラエルの平和団体との交流、共同

行動

―子どもたちの参加、発信を強め

る活動

―東京弁護士会人権賞受賞
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報告書「パレスチナ人クリスチャ

ンと平和」

■発行者：交流集会「パレスチナ人ク

リスチャンと平和」実行委員会

■発行：2005 年 8 月 4 日

■定価：300 円

■問い合わせは実行委員会各団体まで。

※文責は各々の筆者にあります。

■編集・翻訳校正・デザイン・小コラム・

集会写真：真野玄範

■翻訳 ( 通訳 )：小林久美子、植田仁太

郎、Kevin Seaver

■写真：大島俊一、 

■テープ起こし：神﨑雄二、松浦順子

■校正：新名知子、宮脇博子、田中好子

■印刷所：有限会社 山猫印刷所

実行委員会

◇日本聖公会東京教区サラーム・パレ

スチナ／エルサレム教区協働委員会

（神﨑雄二、宮脇博子）

◇アハリー・アラブ病院を支える会

（新名知子、星山京子、渡邊幸之助）

◇特定非営利活動法人 パレスチナ子ども

のキャンペーン

（田中好子、大河内秀人）

◇日本キリスト教協議会・国際関係委

員会（真野玄範）



発行：交流集会「パレスチナ人クリスチャンと平和」実行委員会

● 日本聖公会東京教区サラーム・パレスチナ / エルサレム教区協働委員会

● アハリー・アラブ病院を支える会

● 特定非営利活動法人 パレスチナ子どものキャンペーン

● 日本キリスト教協議会 (NCC)・国際関係委員会


